
 

 



 

 

巻頭言 

 

            

IISIA CEO 原田武夫 

₈ ╩ ≡≡ ╕∫√Γ ⱣⱩꜟΔ 1 ─ ⁹≤↓╤⅜∕╣⌐ √∟ ⅜ ≠™√─│

Γ ↓─ Δ≢№╢₉↓╣⅜ 2014 ─ ⌐№√∫≡─ ⅜ ™≡™╢ ≢∆⁹

≢│ ╠⅛⌐ √∟ │ ꜡◒ⱴהꜟⱣכ꜡◓⁹∆╕™≡╣ ⌂ ─ ╩

↑≡™╕∑╪⁹「しかし、だからこそ今、何を知り、何を考える必要があるのか」ΊΊ↓╣⅜ 2014

1 ─₈IISIA ⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳ₉♩כ─Γ Δ≢∆⁹ 

 

 ⌐ →╕⇔√ 「『ビットコイン』というオルタナティヴ」│↓↓⌐⅝≡ ↕╣ ╘≡™

╢ ₈ⱦ♇♩◖▬fi₉⌐ ∆╢╙─≢∆⁹ ⅜ ⅝ ╘ ⌐ ╢╕≢─ ⁸ ⇔≡⅝√

↓─₈ⱦ♇♩◖▬fi₉⁹⇔⅛⇔∕─ │ ∏⇔╙ ╠⅛⌐⌂∫≡™╕∑╪⁹ ⁸ ⅜ ─ ╩╙∫

≡↓╣╩Γ Δ↕∑√─⅛⁹╕√∕─ ↄ │≥℮⌂╢─⅛⁹∕⇔≡ ╩₈ⱦ♇♩◖▬fi₉

─ ╩╙ ↑≈≈⁸≥─╟℮⌐ ⅎ╢═⅝⌂─⅛⁹ ₁⌂ ⅛╠ ─ ₈ⱦ♇♩◖▬fi₉⌐

╡╕∆⁹ 

 ─ 「『核の飢餓』を考える」│№╡ ═⅝ ⌂ ⌐╟╢ ⌐≈™≡ ∏╢╙─

≢∆⁹₈ⱥ꜡◦ⱴ₉◐◘●♫ה⌐ 2 ─ ⅜ ∂╠╣⁸ ─ ⅜ ⇔≡⅛╠ ╙

⌂ↄ 69 ⁹ ⅜ ₁⌐ ⇔≈≈№╢ ≢⁸ ╩ ⌐ ┘₈ ─ ₉⅜ ╩╙√→ ╘≡™

╕∆⁹ ⌐ ⌂ ⅜ ⇔√ ⁸ ─ │≥─╟℮⌐ ⇔≡⇔╕℮─⅛⁹∕⇔≡↓

╣╩ ↑≡ ∆╢ │╛⅜≡ ╩ ⅝ ↓∆↓≤⌐⌂╢─⅛⁹ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 ─ 「『南太平洋のフランス軍の展開動向』」│ⱨꜝfi☻ ⌐╟╢▪☺▪ ⌐ ∆╢ ⌂ⱪ

꜠♀fi☻─Γ Δ≤Γ↓╣⅛╠Δ⌐≈™≡ ∆╢╙─≢∆⁹ⱨꜝfi☻ │ ⌐ ╩ ∟⁸

∕↓⅛╠ ▪☺▪ ─╖⌂╠∏ ⌐ ╢╕≢─₈▪☺▪ ₉╩ ↄ ⌐ ™√ ╩

⇔≡™╕∆⁹∕─ ─ ╣╟℮│ ⁸╕∆╕∆ ╕╢┌⅛╡≢№╡⁸₈∕─ ↓℮ ⌐ⱨꜝfi☻ │

╩ ™ ™≡™╢─⅛₉⅜ ™ ╩ √∟─ ≢ ╘ ╘≡™╕∆⁹ ⱷꜟ♩♄►fi─

⌐⅔™≡ ⌂♦ⱨ꜠⅛╠╙│╛ ╣╢↓≤─ ⌂ↄ⌂∫√ ─ ⌐№∫≡⁸ⱨꜝfi☻ ⅜

ꜞ☻◒⌐╟╢ ─ ╕╡╩≥─╟℮⌐▪☺▪ ⌐⅔™≡Γ Δ∆╢─⅛⁹ΊΊ ⇔╕

∆⁹ 

 2014 │₈ ⱣⱩꜟ₉─ ≢№╡⁸ ⌐₈ ₉─ ≢╙№╡╕∆⁹∕─╟℮⌂ ⌐№

∫≡╙ ⅛⌂ ╩ ⌐⇔√™≤⅔ ⅎ─ ≡─ ─√╘⌐⁹ ╙ ≢⅔ ╡∆╢

₈IISIA ⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳ₉♩כ╩≥℮∙╟╤⇔ↄ⅔ ™ ⇔╕∆⁹ 

 

     

           2014 年 1 月 1 日記す  



IISIAⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳכ♩ 

 

Institute for International Strategy and Information Analysis, Inc. 

2  

 

CONTENTS  

2014 JANUARY 

巻頭言                       （CEO 原田 武夫） 1 

目次 2 

第 1章 （緊急連載）国際通貨体制の未来（その 7）       3 

 「ビットコイン」というオルタナティヴ     (CEO 原田 武夫）                      

～“中央銀行制度の黄昏”は本当に到来するのか？～     

●はじめに 

●「ビットコイン」とは何か ～その謎の実態に迫る～ 

●通常の「通貨」秩序、そして金融資本主義 ～国際金融資本との関係性～ 

●「ビットコイン高騰」から見える近未来 ～垣間見える「世界史刷新」の方向性～ 

 

【Column】 

原田武夫の読書散歩（その 51） 

「“今太閤”は本当は何と戦ったのか」       （CEO 原田 武夫） 

 

 

19 

第 2章 新・世界秩序を探る（その 13） 23 

 「核の飢餓」を考える                 (CEO 原田 武夫) 

～“限定的な核戦争”が引き起こす人類の危機～      

●はじめに 

●「核の飢餓」の実態を探る ～気候変動を通じた甚大な被害の発生可能性～ 

●「限定的かつ地域的な核戦争」をイメージする ～先行研究と最新動向から導く～ 

●「核の飢餓」に備える ～中東勢における地政学リスク“炸裂”に伴う発生可能性～ 

 

第 3章 アジアの地政学リスク（その 1） 39 

 「南太平洋のフランス軍の展開動向」        

(シニア・リサーチャー・川村 朋子) 

～アジア地域における地政学リスク炸裂に備えるフランス勢～ 

●はじめに 

●フランス勢とアジア・太平洋地域の関係 ～フランスの海外領土と元植民地～ 

●太平洋地域に展開しているフランス軍兵力 

●アジア諸国との軍事協力関係や兵器売買の動向 

●フランス勢の描くアジア勢での地政学リスク炸裂の可能性 

   

 

第 4章 予測分析シナリオ・アップデート      （CEO 原田 武夫）      59 

  



IISIAⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳכ♩ 

 

Institute for International Strategy and Information Analysis, Inc. 

3  

 

 

 

 第 1 章 （緊急連載）国際通貨体制の未来 （その 7） 

 

「ビットコイン」というオルタナティヴ 

～“中央銀行制度の黄昏”は本当に到来するのか？～ 

 

                   （担当執筆 CEO  原田 武夫） 

 

１．はじめに 

 ⱷꜟ♩♄►fi⅜ ↄ ⁸ ⅝⅜╕∆╕∆ ⌐⌂∫≡™╢ ⱴכ◔♇♩

─ ≢└≤⅝╦ ≈ ⌐⌂╡≈≈№╢╙─⅜№╢⁹仮想通貨「ビットコイン（bitcoin）」

≢№╢⁹ 2013 ⌐ ╡ │ 1 BTC №√╡ ⌐ 1,250 ♪ꜟ╩ ⅎ╢꜠fl▼

ꜟ⌐╕≢ ⇔⁸ⱴכ◔♇♩│ ⌂╕≢⌐ ⇔√⁹ 

 

（図表 1-1 ビットコインの対米ドル・レート） 

 

（出典：Blockchain） 

 

 ⌐₈ ₉≤│ ─ ≤│ ⌂╡⁸ ⅜ ─ ≢│⌂™≤

™℮ ⌐ ⅜№╢⁹⇔⅛⇔∕╣∞↑⌐ⱴ▬♫כ⌂ ≢№╡⁸ ⌐ ⌂≥⅔╟∕

⇔≡↓⌂⅛∫√≤ ℮↓≤⅜ ╢⁹ 
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 ⇔⅛⇔↓─ ⇔™ ₈ⱦ♇♩◖▬fi₉│ ↄ ╩ ⌐⇔≡™╢─≢№╢⁹↓╣

│ ╠⅛⌐ ⌐ ↑ ╣╠╣≡⅔╡⁸ ∞↑≢│⌂ↄ⁸ ╛ ≤

™∫√▪☺▪ ⅛╠╙ ⌐ ⅜ⱴכ◔♇♩⌐ ⇔≡™╢↓≤⅜℮⅛⅜╦╣

╢─≢№╢⁹ ≢№╣┌₈ ₉⁸№╢™│∕─ ⌐™╢₈ ₉─ ⅜№

╢⅛╠↓∕ ∆╢─⅜ ≢№╢⁹≤↓╤⅜↓℮⇔√ ╩ ∟ ∫√ⱦ♇♩◖▬fi│

⌂−↓↓╕≢ ⌐ ⇔ ╘≡™╢─≢№╤℮⅛⁹ 

 ∕↓≢ ≢│↓℮⇔√ ⌐ ⅎ╢═ↄ⁸（1）そもそも仮想通貨「ビットコイン」と

は何かについて振り返った上で、（2）通常の通貨を巡るシステムを考えた後、（3）「ビット

コイン」を巡り今後どのような展開があり得るのか、とりわけこの「ビットコイン」が今

次金融メルトダウンを超越するための切り札になり得るのかを中心に考察⇔≡╖√™⁹ 

 

 

（図表 1-2 「ビットコイン」の創始者とされる“中本哲史”による論文） 

 

（出典：bitcoin.org1） 

 

                                                   
1http://bitcoin.org/bitcoin.pdf 参照。 

http://bitcoin.org/bitcoin.pdf
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２．「ビットコイン」とは何か ～その謎の実態に迫る～ 

 ₈∕╙∕╙ ₐⱦ♇♩◖▬fiₑ≤│ ⌂─≢№╤℮⅛₉ΊΊ↓℮ ⅎ╢ ⁸

│ ⅛╠ ⌐┬∟ √∫≡⇔╕℮↓≤⌐⌂╢2⁹⌂−⌂╠┌↓↓╕≢ ⇔√

≢№╢⌐╙⅛⅛╦╠∏⁸∕╙∕╙ ⅜≥─╟℮⌂ ≢ ⇔√₈ ₉≢№

╢─⅛⁸ ↄ ⇔≡™⌂™⅛╠≢№╢⁹∕─╟℮⌂ ≢ ⇔≡™╢─│⁸ⱦ♇♩◖▬

fi⅜「中本哲史（Satoshi Nakamoto）」なる名前の正体不明の人物⌐╟∫≡ ↕╣√

⌐ ≠™√╙─≢№╡⁸2009 ⅛╠ ⅜ ↕╣√≤™℮↓≤∞↑⌂─∞⁹ 

 ⌐ ⅛╠ ↄ─ ⌐ ╕╣≡™╢ⱦ♇♩◖▬fi∞⅜⁸∕─ ╩ ⌐╕≤╘≡╖

╢≤ ─≤⅔╡≤⌂╢  

 

●ビットコインはオープン・ソースなピアツーピア型の電子マネーであり、暗号通貨の一

種である 

 

●ビットコインには中央銀行のような「発券銀行」は存在していない。通貨の発行や取引

は上述のとおり、全てピアツーピア・ネットワーク上で行われている 

 

●ビットコインの全ての取引履歴はブロックチェーンと呼ばれる台帳に記録される。ブロ

ックチェーンはネットワーク上のノードに分散的に記録される。過去の取引の全てが記

録されているため、これを見ると取引の整合性を誰でも検証することが出来る点に特徴

がある 

 

 ∆╢⌐▬fi♃כⱠ♇♩ ≢₈ ₉⅜╛╡≤╡↕╣≡⅔╡⁸∕─ │ ≡

↕╣≡™╢≤™℮╦↑⌂─≢№╢⁹∕⇔≡↓─₈ ₉⌐ ⇔≡│ ╠─ ↑╙⌂

ↄ⁸√∞₈ ⅜ ℮↓≤─ ╢╙─⌂─≢ ╦╣≡™╢₉≤™℮Γ Δ∞↑⅜

⌐ ⇔≡⅝≡™╢─∞⁹ 

 ⌐₈ ₉│∕╙∕╙ ⌐ ⅜ ⇔≡™╢ ─₈ ₉≤ ─

≢♩כ꜠ ↕╣╢↓≤⅛╠ⱴכ◔♇♩⌐ ∂╠╣╢↓≤⅜ ™⁹≤↓╤⅜ⱦ♇♩◖▬fi

│↓─ ≢ ⅝ↄ ⌂∫≡™╢⁹⌂−⌂╠┌ⱦ♇♩◖▬fi│ ─ ≤ ⁸ ─

₈ ₉≤─ ⌐╟∫≡╙ ╢↓≤⅜ ╢⅜⁸ ⌐⅔™≡▬fi♃כⱠ♇♩ ≢₈

₉∆╢↓≤╙ ≤↕╣≡™╢⅛╠≢№╢⁹↓─ ╩ ⌐ ⇔ↄ ↄ≤ ─≤⅔╡≤⌂

╢3  

                                                   
2以下の記述は主に下記による： 

http://ja.wikipedia.org/wiki/Bitcoin  
3以下の記述は主に下記による： 

http://blogos.com/article/75716/ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/Bitcoin
http://blogos.com/article/75716/
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●上述のとおり、ビットコインの取引は全て記録されている。しかし当初は「未承認の取

引」として記録されるに過ぎない。そしてこの「未承認の取引」に対しては“承認”の

作業がなされなければならないと規定されている。そしてこの承認作業を自らのコンピ

ューターを用いて行う人物に対し、その見返りとしてビットコインが与えられることに

なっており、こうしたプロセス全体が「採掘（mine）」と呼ばれている 

 

●ビットコインの取引は少ない時で 100、多い時は 1,000 といった単位でまとめられ、「ブ

ロック」という単位で記録されている。そしてこのブロック毎にまとめられた取引記録

に番号がつけられ、チェーン上につながり、取引記録全体として保管されている。これ

はいわば過去の全ての取引を記録した元帳のようなものである。「承認作業」とは、承認

済みの元帳に、未承認の新しい取引記録のブロックをつなげて追加していくことを指し

ている 

 

●ここでブロックを元帳の末尾に正しくつなぐためには、つなぐための「キー」となる値

を見つけなくてはならない。この時、承認したい取引の記録（ブロック）を B1、そして

この取引の元帳の最後に記録されている取引ブロックを B0 とする。B0 の記録をつかって、

その記録を代表するようなある値をつくり、これを H0 とする一方で、もう一つの値を「キ

ー」に相当するものとして key とする。この二つの値（H0、key）をさらにハッシュ関数

4に入れてハッシュ値 dを得ることとされている。この時、ビットコインでは SHA5のアル

ゴリズムが用いられている（SHA(H0, key)→d） 

 

（図表 1-3 ビットコインの取引（模式図）） 

 

（出典：BLOGOS6） 

                                                                                                                                                     
http://blogos.com/article/75996/  

4http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E9%96%A2%E6%95%B0 参照。 
5http://ja.wikipedia.org/wiki/SHA 参照。 
6http://blogos.com/article/75716/参照。 

http://blogos.com/article/75996/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E9%96%A2%E6%95%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/SHA
http://blogos.com/article/75716/
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●ここで生成された値 dについて精査されるのであるが、ビットコインでは得られた dの

値の先頭に0が32個並べば、それでブロックをつないで良いという決まりになっている。

もっともハッシュ値をつくって、先頭にゼロが 32個も並ぶのは極めて低い確率なのであ

って、それが出来るまでひたすらランダムに数値を投入し、ハッシュ関数に入れてゼロ

が32個ならぶかどうかを試すことになる。そして適切なkeyの値が得られるとそれが「正

解」ということになり、各ブロック 1名のみに対してビットコインが与えられるのであ

る 

 

（図表 1-4 USB ポートに差すだけで bitcoin を「採掘」する miner の例） 

 

（出典：Gigazine.net） 

 

 ↓─╟℮⌐ⱦ♇♩◖▬fi│ ─₈ ₉─ ≤│ ⌐◘▬Ᵽכ ≢ ↕╣

╢ ⌐ ⅝⌂ ⅜№╢⁹≈╕╡ ─╟℮⌂ ⅜ ∆╢₈ ₉⅜ ↑≡™╢

₁⌂ ⅛╠│ⱨꜞכ⌂ ⌂─≢№╢⁹ 

 ⇔⅛⇔∕╣∞↑≢│ⱦ♇♩◖▬fi⌐ ⇔≡ ₁⅜₈ ₉╩ ∆↓≤│ ⌂™⁹⌂

−⌂╠┌ ⌐ ⌐Γ Δ⅜ ⌂─≢№╣┌⁸∕╣│ ╛ ─╟℮⌂╙─

⌐│ ╙ ╙₈ ₉⌂─≢№╢⅜ ≤⇔≡≤╠ⅎ╠╣≡⇔╕™⁸ ╡⌂ↄ ≤

ⅎ╠╣≡⇔╕℮⅛╠∞⁹∕↓≢ⱦ♇♩◖▬fi⌐│№╠⅛∂╘ ─╟℮⌂₈ ↑₉⅜

↕╣≡™╢  

 

●ビットコインの総量は最初から 2,100 万コインと定められている。そこから逆算すると

6,929,999 番目のブロックが記帳されるのが最後の「生成」のタイミングということにな

る 
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●また記帳されたブロックの数が多くなればなるほど、徐々に「報酬」として与えられる

ビットコインの数は少なくなるよう設計されている。具体的には最初の 21万ブロックを

記帳した者に対しては 1ブロック毎に 50 ビットコインが与えられるのに対し、21 万 1

ブロック目から 42 万ブロックまでの記帳を行った人は半分の 25 ビットコインだけが与

えられることとされており、以降 21 万ブロック単位で与えられるビットコインの数は半

減していく。その結果、上記のとおり、ビットコインの総量は 2,100 万枚ということに

なる 

 

（図表 1-5 今年（2013 年）の段階で想定されているビットコイン「採掘」の見通し） 

 

（出典：bitcoin.co.jp7） 

 

 現状では 2009 年にビットコインがマーケットに投入されて以降、約 132 年が経過する

2141 年頃に最後の 6,929,999 番目のブロックが記帳され、最後のビットコインが発行され

る見込み≤↕╣≡™╢⁹ ⁸↓℮⇔≡ ─ⱦ♇♩◖▬fi⅜ ↕╣√ ╙₈ ₉⅜

∆╢√╘⌐│⁸ ⅜ ⇔≡ ╦╣╢ ⅜№╢√╘⁸↓╣⌐ ∆╢ ≤⇔≡₈

₉⅜ ≤™℮↓≤⌐╙⌂∫≡™╢⁹↓╣│ ⌐ ∆╢↓≤⅜ ≢

                                                   
7http://www.bitcoin.co.jp/faq/faq.html 参照。 

http://www.bitcoin.co.jp/faq/faq.html
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№╢√╘⁸ ⌐│╟╡ ™ ╩ ↕╣√ ⅛╠ ⌐ ↕╣≡™ↄ≤™℮

↓≤⌐⌂╢ ╖≢№╢⁹╕√Ⱪ꜡♇◒╩ ∆╢─⌐ ∆╢ │ 10 ⌐⌂╢╟℮№

╠⅛∂╘ ↕╣≡™╢⁹ 

  

 ↓─╟℮⌐ⱦ♇♩◖▬fi⌐│ ⌂ ⅜ ↕╣⁸∕─ ⅜ ⌐╦√∫≡ ↕╣

≡™╢⁹∞⅜⁸∕℮≢№╣┌№╢╒≥ ⌐⌂∫≡ ⅜ ™─⅜₈ⱦ♇♩◖▬fi╩ ⇔

√─│ ⌂─⅛₉≤™℮ ≢№╢⁹ 

 ↓─ ⌐≈™≡꜡◦▪ ─ ⱷ♦▫▪≢№╢₈꜡◦▪─ The Voice of Russia ₉

│ ─╟℮⌂ ╩ ⇔≡™╢8  

 

●ビットコインの「生みの親」としてまず目されているのはニック・サボ元米ジョージ・

ワシントン大学教授である。同氏は 10 年にわたりビットコインに類似した仮想通貨「ビ

ットゴールド」の創設に携わっていた他、ビットコイン誕生の直前に複数のプログラマ

ーを探していたことが判明している。また仮想通貨について権威とも言える同元教授に

ついて、上述の「中本論文」が全く言及していないことも逆にこうした疑いが持たれる

理由になっている 

 

●また京都大学の数学者である望月新一（同数理解析研究所・教授）も「生みの親」と考

えられている。同教授は 2012 年に数学界で世紀の難問とされてきた「abc 仮説」の証明

をインターネットで発表し、世界中を震撼させた。しかしその後、同人は本件について

も沈黙を守ったままである 

 

（図表 1-6 「ビットコインの親」と目されている一人・望月新一京都大学教授） 

 

（出典：京都大学9） 

                                                   
8http://japanese.ruvr.ru/2013_12_16/126010499/参照。 
9http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~motizuki/参照。 

http://japanese.ruvr.ru/2013_12_16/126010499/
http://www.kurims.kyoto-u.ac.jp/~motizuki/
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●加えてビットコイン財団を率いているゲヴィン・アンドレセンも「ビットコイン生みの

親」の一人ではないかと目されている。プリンストン大学出身の同人は「中本哲史」が

消えた後、ビットコインの主任開発者と理論家の両方を兼任し、自らを「ビットコイン

の創始者である」と“喧伝”してきた経緯がある 

 

●もっともこのようにビットコインの「生みの親」を特定の個人ではないかとする議論に

異論が述べられていることも事実である。国家あるいはそれに類似した規模の組織が何

らかの目的で流通させているのであって、資金の流れをトレースすること自体が目的で

はないかとも考えられている 

 

 ≡⅜ ⌐ ╕╣≡™╢ ⁹∕╣⅜₈ⱦ♇♩◖▬fi₉≢№╢╦↑∞⅜⁸∕╣≢│

∕╙∕╙↓─ⱦ♇♩◖▬fi≤ ═≡ ─₈ ₉│≥℮™∫√ ⅜№╢─≢№╤℮⅛⁹

╕√∕↓⅛╠ ∫≡ⱦ♇♩◖▬fi│™⅛⌂╢Γ Δ╩ ─ ≤─ ≢ ╪≢

™╢─≢№╤℮⅛⁹ 

 

（図表 1-7 ビットコイン・プロジェクトの公式 HP（日本語）） 

 

（出典：Bitcoin.co.jp） 
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３．通常の「通貨」秩序、そして金融資本主義 ～国際金融資本との関係性～  

 ⌐ ≤│ ≈─ ╩ ∫≡™╢≤ ⅎ╠╣≡™╢⁹ ⌐「交換」機能≢№╢⁹

A≤ B╩ ∆╢ ⌐∕─ ≤⇔≡─ ╩ √∆≤™℮╦↑≢№╢⁹ 

 ⌐「価値の尺度」機能≢№╢⁹№╢⸗ⱡ A⅜™⅛⌂╢ ╩ ∫≡™╢─⅛╩ ⅎ

╢⌐ ⇔≡⁸ ₁─ ≢ ─₈ ₉⅜ ∏ ⌐⌂╢⁹∕╣⅜ ∞≤™℮╦↑≢№

╢⁹ 

 ⌐「価値の保蔵」機能⅜№╢⁹ ⅎ┌ ♪ꜟכ◗ ≤™℮ ≢ ∫≡™≡╙ ™

⅜⁸∕╣≢│ ⌂─≢ ≤™℮ ≢╟╡ ⌐ ─ ⌐ ⇔≡⅔ↄ≤™℮

╦↑≢№╢⁹ 

 ↓─╟℮⌐ ⅎ√ ⁸ⱦ♇♩◖▬fi│₈ ₉ │ ⌐ ⌐ √⇔≡⅝≡™╢⁹

─╙─│▬fi♃כⱠ♇♩ ≢ⱦ♇♩◖▬fi⌐╟╡ ∆╢↓≤⅜ ∞⅛╠≢№╢⁹

╕√₈ ─ ₉≤™℮ ≢╙ ⅜♩כ꜠ ∆╠ ⇔≡⅝≡™╢≤⅔╡⁸

⌐ ⇔≡™╢≤ ∫≡ ⇔ ⅎ⌂™⁹ 

 ↓╣⌐ ⇔≡ ≤⌂∫≡ↄ╢─⅜⁸₈ ─ ₉ ≢№╢⁹⌂−⌂╠┌∕╙∕╙ⱦ

♇♩◖▬fi≤│◖fiⱧꜙכ♃כ ⌐∞↑ ⇔≡⅔╡⁸ ∫≡╖╣┌№╢ ╩ⱶכ◕─

™√↓≤⌐ ∆╢ ─ⱶכ◕≡⇔≥ ≢ ⅎ╠╣╢ ≤™∫≡╙ ≢│⌂™⅛

╠∞⁹≈╕╡ⱦ♇♩◖▬fi∕─╙─⌐ √⇔≡₈ ₉⅜№╢─⅛≥℮⅛│ ∞≤™℮

↓≤⌐⌂∫≡ↄ╢╦↑⌂─≢№╢⁹ 

 ╙∫≤╙↓─╟℮⌐ ═╢≤ ─₈ ₉⌐╙ √⇔≡Γ Δ⅜№╢─⅛≤™℮

⌐│⌂∫≡ↄ╢│∏∞⁹≤╡╦↑ ≤⌂∫≡™╢ ⁸ │ ─

≤↓╤₈ ⅜№╢₉≤ ₁⅜ ∂≡™╢⅛╠↓∕ ⅎ╢⌐ ⅞⌂™─≢№∫≡⁸ ⌐∕

℮⇔√ ⅜ ╠⅛─ ≢ ⇔≡⇔╕ⅎ┌⁸ ≥⅔╡─Γ Δ⌐⌂∫≡⇔╕℮

│ ⌐№╢─≢№╢⁹ 

 √∞⇔ ⌐Γ Δ⌐⌂∫≡⇔╕℮─⅛≤™℮≤∕╣╙╕√ ∫√ ⅎ≢№╢⁹⌂−

⌂╠┌通常の「通貨」を巡っては、中央銀行という機関（institution）を媒介として次の

ようなシステムが成立している⅛╠∞  

 

●米欧勢を中心とした各国勢において根源的な勢力（王族など）がまず国際金融資本に対

して資産を預ける。これを受けて国際金融資本は諸国勢の中央銀行に対して「出資」を

行う 

 

●「出資」を受けた諸国勢の中央銀行は、当該国勢の政府が発行する「国債」を引き受け、

代わりにマネーをそのマーケットに対し供給する。これにより潤ったマーケットではビ

ジネスが活発に行われるようになる 
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●マーケットでビジネスが盛んになれば、そこから当該国勢の政府が徴税を行うことが可

能になる。こうして国家の歳入が生じる中で国債は償還され、中央銀行は利子を含めた

マネーを返還される 

 

●すると中央銀行は「出資」に対する配当の形で国際金融資本に対し、マネーを支払うこ

とになる。国際金融資本はそれをベースに今度は資産を預けてくれた根源的な勢力（王

族など）に対し、利子を支払う 

 

●なおこのシステムにおいて中央銀行は自らが発行する通貨（財務諸表上は「負債の部」

に計上）の裏側でこれを支えるものとして、「国債」「外国債」「金（ゴールド）」を保有

するのが一般的である。このことは金本位制が放棄されてからも全く変わっていないの

であって、通貨は結果として、1）当該国勢の経済力（＝国債償還能力）、2）外国債を発

行している諸国勢の経済力（＝外国債償還能力）、そして、3）金価格によってその価値

を担保されていることになる 

 

 ─≤⅔╡⁸ ─₈ ₉≤│ ──╙─⧵꜡◒ⱴהꜟⱣכ꜡◓⌐╢∆ ≤⁸∕

╣⌐╙ ⇔≡™╢ ♪ꜟכ◗ ─ ⌐ ↕╣≡™╢≤™℮╦↑⌂─∞⁹∕⇔≡◓

│≥꜡◒ⱴהꜟⱣכ꜡ ∆╢⌐ ⌂ ⌂─≢№∫≡⁸ ─ ⁸№╢™│

─ ≢₈ →₉≤₈ →₉⅜Γ Δ↕╣╢↓≤⌐╟╡fl◊ꜝ♥▫ꜞ♥▫⅜ ∂⁸ ₁

⌂ ╩ ∂√ ─ ⅜ ≤⌂∫≡™╢⁹∕↓≢│ ─ ⅜ ╘≡

≢♩כꜟ⌂ ∆╢↓≤│№∫≡│⌂╠∏⁸╗⇔╤ ─ ⅜

≢│⌂™⅛╠↓∕⁸fl◊ꜝ♥▫ꜞ♥▫─Γ Δ⅜⇔╛∆ↄ⌂╡⁸₈ ₉⅜ ∂╢≤™℮

╦↑⌂─≢№╢⁹∕⇔≡fl◊ꜝ♥▫ꜞ♥▫⅜ ╡⌂∆₈ ₉╩ ⁸ ╡ ∫≡⅝

√─⅜ ⌐ ╙ ╦╢ ⌂─∞⁹ 

 ≤↓╤⅜ⱦ♇♩◖▬fi│ ╩ ⅝ ⇔≡⅝√₈ ₉∕─╙──◦☻♥

ⱶ⁸∕⇔≡∕─ ╩ ∆╢₈ ₉≤│ ╡⌐╙⅛↑│⌂╣√ ⌂─≢№╢⁹

≤⌂╢⅜⁸ ─ ╩╕≤╘╢≤ ─≤⅔╡≤⌂╢  

 

●ビットコインの発行主体は国際金融資本が「出資」によって支配する中央銀行ではない

ということ。あくまでもピアツーピアによってやりとりされているに過ぎず、そこには

いかなる形であれ、国際金融資本や中央銀行といった存在は介在していない（したがっ

て国際金融資本もその限りにおいては関与していない） 

 

●ビットコインの「価値」はあくまでも観念上のものに過ぎず、何らかの絶対的な代替物

によって担保されたものではない。したがって関係者が「高騰する」と考えれば理論的
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には際限なく高騰する可能性があり、同時に「暴落する」と考えれば無限に価値を下げ

る危険性がある 

 

●通常の「通貨」については中央銀行の金融政策（例：「量的緩和」）、あるいはその裏側に

あるものとして政府の財政政策による縛りがある。これに対してビットコインではこう

した縛りはなく、あくまでも個人と個人との間の信頼関係によってのみ、その価値は変

動し、個人による「努力」でだけ通貨量は増大する 

 

●ビットコインが存在するのはインターネット上においてのみである。これに対して通常

の「通貨」は紙幣あるいは硬貨という“現物”で一応は存在することになっている。た

だし後者についても信用創造により存在している通貨がほとんどであることを勘案すれ

ば、「現物性」という意味でビットコインにより近づいていくことも事実である 

 

 ≡⅝√≤⅔╡⁸ⱦ♇♩◖▬fi│ ⅜ ╙≈═⅝ ≈─ ─ ⁸ ≈╩◒ꜞ

▪⇔≡™╢⅜ ⌐⁸ ─₈ ₉≤ ⌐ ╡ ↕╣√ ≢№╢╦↑≢│⌂™⁹∞⅜

∕℮≢№∫≡╙ ╙ ⌂─│∕╣⅜ ╩ ↕∑≡⅔╠∏⁸↕╠⌐™ⅎ┌∕─

⌐ ∆╢ ≤⇔≡─ ⅜ ⌂ↄ≤╙ ⌐ ╢ ╡⌐⅔™≡│

⇔≡™⌂™≤™℮ ⌂─∞⁹ 

 ⇔√⅜∫≡₈ √⇔≡ │ⱦ♇♩◖▬fi⌐ ⇔≡≥─╟℮⌂ ╩ ╢─⅛⁹

∆╢─⅛⁸№╢™│ ∕℮≤∆╢─⅛₉⅜ ⌐⌂∫≡ↄ╢⁹∕⇔≡ ─≤⅔╡⁸

ⱦ♇♩◖▬fi─ ╟™╟™⅜♩כ꜠הꜟ♪ 1,250 ♪ꜟ⌐╕≢ ⇔√ 2013 11

⁸↓─ ≤ ⅎ╠╣╢ ⅝⅜ ─≤⅔╡ ⅞ ⌐ ⅝≡™╢─≢№╢  

 

●先月（2013 年 12 月）13 日、欧州銀行監督局はビットコインに関する声明を発表。「別の

仮想通貨の人気が高まった場合に価値が急激に落ち込むリスクがある」とし、投資家に

対して注意を呼び掛けた10。その上で同局は仮想通貨の取引は金融当局が監督していない

ため、交換所が破綻した場合、損失を被った投資家が保護されない他、不正な資金の流

れを隠すマネー・ロンダリング（資金洗浄）等の犯罪に使われる恐れもあるとした上で、

規制や監督の実施を検討している旨明らかにした 

 

●同月、ノルウェー勢の政府当局はビットコインについて「通貨には該当しない」との確

定的な解釈を公表し、そうではなくてある種の投資行為であると断定した11。そしてビッ

トコインは「投資対象の資産」であり、これによって利益を獲得した場合には税を払う

                                                   
10http://www3.nhk.or.jp/news/html/20131214/k10013827761000.html 参照。 
11http://www.handelsblatt.com/finanzen/rohstoffe-devisen/devisen/internetgeld-bitcoins-fallen-i

n-norwegen-durch/9226496.html 参照。 

http://www3.nhk.or.jp/news/html/20131214/k10013827761000.html
http://www.handelsblatt.com/finanzen/rohstoffe-devisen/devisen/internetgeld-bitcoins-fallen-in-norwegen-durch/9226496.html
http://www.handelsblatt.com/finanzen/rohstoffe-devisen/devisen/internetgeld-bitcoins-fallen-in-norwegen-durch/9226496.html
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必要がある一方で、仮に損失を被った場合には所得からの控除を行うことが出来るとし

た（ただし米国勢の連邦司法省は「ビットコインは合法な支払い手段である」との見解

を公表している） 

 

 ↓─╟℮⌐ ─ ⅜ ⌐☿fi◦♥▫fl⌂ ╩ⱦ♇♩◖▬fi⌐≈™≡ ∆

≢⁸ ╛ │ ⌂ↄ≤╙ 2013 12 ╕≢⌐↓╣╩ ∆╢≤

™∫√ ⅝⌐ ≡™⌂™ │ ⌐ ∆╢⁹ ⁸ ⌐≈™≡│ ⅜

⌐כ♃◒☿ ⇔₈ⱦ♇♩◖▬fi╩ ≤⇔≡ ™╢↓≤╩ ∏╢₉ ⇔√↓≤⅜

╠╣≡™╢12⁹∟⌂╖⌐ⱦ♇♩◖▬fi ⅜↓╣⌐╟∫≡ ∆╢⌐ ∫√↓≤│ ⌐

⇔™⁹ 

 

（図表 1-8 東京・渋谷にあるビットコインの取引所「Mt.Gox」） 

 

（出典：朝日新聞13） 

 

 √∞⇔⁸↓℮⇔√₈▪fi♅הⱦ♇♩◖▬fi₉─ ⅝⅜ ™≡™╢⅛╠≤™∫≡

∕─╙─╙ ∂╟℮⌂ ╩≤∫≡™╢─⅛≤™℮≤ ⇔≡∕℮≢│⌂™≤™℮

╙ ≢│ ↓ⅎ≡ↄ╢⁹ ⌐│在ロンドンのロスチャイルド投資銀行の一部

門から概要次のような見解が非公式に表明されたとの指摘がある─∞14  

 

                                                   
12同上参照。 
13http://www.asahi.com/business/update/0617/TKY201306170490.html 参照。 
14http://www.reddit.com/r/Bitcoin/comments/1rpm5p/rothschild_investment_bank_takes_note_of_bitc

oin/参照。 

http://www.asahi.com/business/update/0617/TKY201306170490.html
http://www.reddit.com/r/Bitcoin/comments/1rpm5p/rothschild_investment_bank_takes_note_of_bitcoin/
http://www.reddit.com/r/Bitcoin/comments/1rpm5p/rothschild_investment_bank_takes_note_of_bitcoin/
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●現状では国際金融マーケットで取引されている為替の量は毎日 5.3 兆ドルにも上り、そ

の 4割がロンドン・シティ（City of London）を経由している。しかしこれを全く経由

していない為替取引がビットコインによるものなのであって、ロンドン・シティ関係者

はそれによるビジネスから何とかして利益を得ることが出来ないかと考えている 

 

●そのような中、一昨年（2012 年）、ロンドン・シティはビットコイン関係者を招いた会議

を主宰した。これを契機としてビットコインによるビジネスを営む者たちはロンドン・

シティに拠点を移そうと考え始めている。なぜならばロンドン・シティからは英金融監

督局に対してビットコインを通常の通貨と同じように取引することを認めるよう要請し

ているからであり、恐らくはそのような認可が降りることになるからである 

 

 ↓─╟℮⌂ ⅝╩ ╕ⅎ╢ ╡⁸꜡fi♪fiה◦♥▫│ⱦ♇♩◖▬fi╩ ⌐ ⇔╟℮

≤⇔≡™╢╦↑≢│⌂™≤ ⅎ╠╣╢─∞⁹╗⇔╤ⱦ☺Ⱡ☻ ─ ⅛╠∕─ ╡ ╖╩

╡≈≈№╢─⅜ ⌂─≢№∫≡⁸ ⅝ ╩ ≤⇔√₈ ₉⅜≤∫≡™

╢ ≤│ ⌂∫√ ⅜∕↓≢│ ⅎ ╣⇔ ╘≡™╢─≢№╢⁹⇔√⅜∫≡₈ ⌐

⅜ⱦ♇♩◖▬fi╩ ╠⅜ ∆╢╙─≤⇔≡∕─◦☻♥ⱶ⌐ ╖ ╣╢≤⇔

≡⁸∕╣│≥℮™∫√ ≢꜡◒ⱴהꜟⱣכ꜡◓⅜ ╠╣╢↓≤╩ ⌐⇔≡™╢─⅛₉

≤™℮ ⌂╢ ™⅜ ⇔≡ↄ╢─∞⁹ 

 

 

４．「ビットコイン高騰」から見える近未来 ～垣間見える「世界史刷新」の方向性～ 

 ╙│╛ ─Γ Δ≢№∫≡╙∕─ ╩ ⌂™≤ ⅛⌐ ╘

╘√ ─№╢ ₈ⱦ♇♩◖▬fi₉⁹∕╣⅜ ⌐ⱴכ◔♇♩⌐⅔↑╢Γ Δ╩

≤™℮ ⌂ ─ ╩ ⌐ ↑⌂⅜╠ ╢─∞≤∆╣┌⁸≥─╟℮⌂ ⅜

ⅎ╠╣╢─≢№╤℮⅛⁹ 

 ╕∏ ↕ⅎ≡⅔⅛⌂↑╣┌⌂╠⌂™─│ ⌐≤∫≡ ⌂↓≤│⁸₈ ⌂

╠ ₉⅛╠ ⅛∫√ ╩ ╛∆─≢│⌂ↄ⁸∕─ ╩ ⌐ ≈↓≤∞≤™

℮ ≢№╢⁹∞⅜ⱴכ◔♇♩≤∕╣╩ ╡ ↄ │ ⅛╣ ⌂⅛╣ ╣ ™≡⅔

╡⁸ ≤ ⅛╠ ∫≡™╢↓╣╠ ─ ╙ ∫≡⅔ↄ≤ ╩ ↕

∑≡⇔╕℮ ⅜№╢⁹ 

 ∕─√╘⁸₈ ₉⅜ ╦╣≡ⱣⱩꜟ⅜ ⇔⁸ ⌐∕╣⅜│∂↑╢≤™℮ⱨ▼כ☼╙№

╢≤™℮₈ⱣⱩꜟ ₉─ ⅜ꜟכ♠╢⌂≥ ⌐≤∫≡ ≢№╢≤ ⅎ╢⁹

∆⌂╦∟∕℮⇔√₈ⱣⱩꜟ ₉─fl◊ꜝ♥▫ꜞ♥▫╩ ≢ ⌂╢ⱨ▼כ☼⌐╟╡

↕∑⁸ ⌐ ╩╕√™≢ ╩ ≈↓≤≢⁸ ⌐ │ ─

╩ ≈↓≤⅜ ⌐⌂∫≡ↄ╢─≢№╢⁹ 
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 このような意味でのヴォラティリティを維持するために明らかに活用されているのが

「為替」であり、その大前提としての「変動相場制」⌂─≢№╢⁹∞⅜ ⱷꜟ♩♄

►fi⌐⅔↑╢ ╩ ╕ⅎ╢≤⁸↓─◦☻♥ⱶ⌐│ ⌂ ⅜№╢≤ ╦↨╢╩ ⌂

™─≢№╢⁹ 

 ∕╣│各国勢の中央銀行の発行する通貨が、結局のところその政府が発行する国債の価

格によって担保されているという点≢№╢⁹ ⅛⌐ │ ♪ꜟכ◗ ⌐╟∫≡─╖

ⅎ╠╣≡™√⅜ ⁸⇔⅛⇔↓╣≢│ ⅜ ─ ⌐ ╠╣≡⇔╕℮√

╘⁸ │∕╣⌐∞↑ ╢↓≤│ ╡╛╘╠╣≡™╢⁹ 

 ∕─ ≢▬fiⱨ꜠ ⌐╟╢₈ⱣⱩꜟ ₉─ ─√╘ ╡ ↕╣≡⅝√─⅜

─ ⌂─∞⁹ ⱷꜟ♩♄►fi⅜⁸≤≥─≈╕╡⁸ ─Γ♦ⱨ◊ꜟ♩

Δꜞ☻◒─ ⌐ ⇔≡⇔╕∫≡™╢─│∕℮⇔√ ⌐ ∫≡™╢⁹ 

 ↓℮⇔√ꜞ☻◒ ⌐╙⅛⅛╦╠∏₈ⱣⱩꜟ ╩ⱶכ◕℮™≥₉ ↑╢─≢№╣┌⁸

Γ♦ⱨ◊ꜟ♩ Δ ╩ ╠⅛─ ≢ ╢∆♩♇☿ꜞ╩ⱶכ◕⁸⇔

⅜№╢⁹∕─╛╡ ⌐│ ≢ ⌐₈ ₉⇔≡ ℮╙─ ⅎ┌ 2002 ─▪ꜟ♀fi

♅fi ⌂≥ ⁸№╢™│⌂⇔ ⇔ ⌐↓╣╩ ℮╙─ ╠ↄ│ 2015 ⌐

⅜₈ ⱣⱩꜟ₉─ ⌐ ∆╢♃▬ⱪ ─ 2Ɽ♃כfi⅜№╢⅜⁸™∏╣⌐∑╟ ⅛╠

─ ⌂ ╩ ↑╢↓≤│ ⌐ ⅎ≡™╢⁹⇔√⅜∫≡為政者はこれを実現しようとす

ることに大いなるためらいを見せる可能性は十分ある⁹ 

 ∕℮⌂∫√ ꜡◒ⱴהꜟⱣכ꜡◓╙≡∫№≢ ⌂ ╩ ⇔⁸fl◊ꜝ♥

▫ꜞ♥▫╩ │ꜟכ♠─╘√╢∆ ∏ ⌐⌂∫≡ↄ╢⁹∞⅜⁸↓↓≢ ꜞכ♩☻√═

─כ ⌐ ∫≡ ─₈ ₉╩ ™╢↓≤│╙│╛ ⌂™⁹⌂−⌂╠┌∕─

─ ╩ ⇔≡™√ ⅜ ╩ ↕∑≡⇔╕∫≡⅔╡⁸∕╣⌐ ∆╢ ⅜

⌂™ ⁸₈ ₉∕─╙─╙ ─ ╩ ⌐∆╢≤ ₁│╙│╛ ™⌂™╙

─⌐⌂╢ ⅜ ™─≢№╢⁹ 

 

 そこで登場するのが「仮想通貨」としてのビットコイン⌂─∞⁹⌂−⌂╠┌ ─≤⅔

╡⁸ⱦ♇♩◖▬fi⌐│₈ ─ ₉≤™℮ ⅜ ⌂ ≢│ ⇔⌂™≤ ⅎ╠╣

╢⅛╠≢№╢⁹₈ ─№╢⸗ⱡ⅜ ⇔≡™╢ ⅜∕╣⌐╟∫≡ ↕╣≡™╢₉≤↕╣

≡™╢─≢│⌂ↄ⁸№ↄ╕≢╙₈ ₁⅜∕╣ ⌐ ⅜№╢≤ ∂ ╗⅛╠↓∕ ⇔

≡™╢₉─⅜ⱦ♇♩◖▬fi∞⅛╠∞⁹ 

 ∕℮⇔√ⱦ♇♩◖▬fi─ ╩ ⅎ≡™╢─│ ⁸ ⱷꜟ♩♄►fi≢ ≤⌂

∫≡™╢ ─₈ ₉≢╙⌂™⁹⇔√⅜∫≡ ─₈ ₉⅜ ⅎ≡™╢ ⌂

│∕↓⌐│⌂ↄ⁸™╦┌₈ ה ה ⅜ ⌐ ⇔√≤⇔≡╙ ⅝ ╢ ₉⁸

∕╣⅜ⱦ♇♩◖▬fi⌂─≢№╢⁹ 

 ↓℮⇔√ ╩ ≈ⱦ♇♩◖▬fi│⁸◓꜡כⱣꜟהⱴ◒꜡╩ ⇔⁸╙∫≡ ╠─
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─₈ ₉╩ ⇔╟℮≤⇔≡™╢ ⌐≤∫≡│ ⁹∞∏│╢⌂≥ꜟכ♠─

⁸↓─╟℮⌐ ═╢≤₈ ♪ꜟכ◗ ╙ ∂ ╩ √∆─≢│⌂™⅛₉≤─

╙ ↓ⅎ≡ↄ╢╙─≤ ⅎ╠╣╢⁹⇔⅛⇔ ♪ꜟכ◗ │ ≤™∫≡╙ ⌂ ≢

№╡⁸∕─ ⅜№╢⅛╠↓∕⁸ ⅜№╢≤ ⅎ╠╣≡™╢ ⌂─≢№╢⁹↓╣⌐

⇔≡ⱦ♇♩◖▬fi│ ∂ↄ ≢│№∫≡╙⁸ ╘≡ ⅜ ↕╣√ ≢─₈

₉≢№╢ ≢⁸ ⌂₈ ₉⌐╟∫≡ │™⅛╟℮⌐≢╙ ╦╢╙─≢№╢⁹

─ ≤⇔≡╙ ╦╣≡⅔╡⁸ ∆╢≤™∫≡╙ ∏⅛╠ ─№╢₈ כ◗

ꜟ♪ ₉≤│ ⅜ ℮─≢№╢⁹ 

 ↓─ ≢ ™─│⁸ここにきて「金価格の高騰が金採掘を世界各国で活性化

している結果、水銀汚染が深刻化する危険性が出てきた」旨の指摘がアシュケナージ勢と

考えられる公開情報経由でなされている点≢№╢⁹≈╕╡ ♪ꜟכ◗ │₈ ₉⌂─

≢№∫≡⁸⇔⅛╙ ╩ ℮╙─≢№╢≤─꜠♇♥ꜟ⅜ ╠╣╢╟℮⌐⌂∫≡™╢─

∞15⁹↓℮⇔√Ⱡ●♥▫flה▬ⱷכ☺─Γ Δ⅜⁸∕╣ │ ⌐ ╠─ ╩ ⅎ╢

╙─≢│⌂™ⱦ♇♩◖▬fi≤─ ≢≥─╟℮⌂ ╩ ⅎ╢─⅛⌐ ⇔≡⅔ↄ═⅝≢

№╢⁹ 

 ≢ⱦ♇♩◖▬fi⌐╙№╢ ─₈ ⌂ ₉⅜ ™─⅛≤™℮≤⁸∕╪⌂↓≤│

ↄ ™⁹⌂−⌂╠┌ビットコインはあくまでもインターネット上のものであり、何らか

の理由でサーバがダウンしてしまう等「障害」が生じた場合、その存在自体が危うくなっ

てしまう代物だから≢№╢⁹ 

∞⅜↓─↓≤│ ⌐≤∫≡│№╢ Γ Δ≢╙№╡ ╢ ╙ ⇔≡⅔

⅛⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ │₈♦ⱨ꜠ ₉⌐ ↄ╙ ⇔╖ ╘≡™╢⁹∕─√╘⁸

⌂ ─ ╩ⱴכ◔♇♩┼≤ ∆₈ ₉╩ ╡ ⇔≡⅝√⅜⁸ ╠⅛⌐∕℮⇔

√ ╙ ⇔ↄ⁸ ─ ⇔™ ⅜ ™≡⅝≡™╢─∞ ₈ ─ ₉⁹∕─√╘⁸

⌐ ↕╣√─│↓╣╕≢┌╠ ⅛╣≡⅝√ ─ⱴⱠכ∞↑≤™℮ ⅜ ™≡⅔╡⁸↓

℮⇔√ ╩ꜞ☿♇♩⇔⁸ ╩ⱶכ◕┘ ╘╢√╘⌐│₈ ⱴⱠכ╩ ⇔⁸ ⌐⇔

≡↓╣╩ ╠⅛─ ≢ ↕∑╢₉↓≤⅜ ≢№╢─∞⁹∕℮≢№╢ ⁸ⱦ♇♩◖

▬fi⅜ ⅎ≡™╢⁸ ⌂╠┌ ⌂↓─₈ ₉⅜ ⌐ ≈ │ №╢─≢№

╢⁹∆⌂╦∟富をまずは人々にビットコインの形で集積させ、ある段階でビットコインそ

のものをインターネットのダウンにより消失させてしまう─≢№╢⁹これによりグローバ

ル・マクロはものの見事にリセットとなり、もって「世界史は刷新」されることになると

いうわけ⌂─∞⁹ 

™∏╣⌐∑╟ ⌂─│↓℮⇔√ ⌂ ╩ ╦↕╣≡™╢ ─ ™ⱦ♇♩◖▬fi

─ ⌐╕≈╦╡⁸ ─ ⅜ ⅝╕≤∫≡™╢ ≢№╢⁹ ⌐∕─↓≤⅜ ⌂

╩ ∫≡™╢─≢№╢≤∆╢⌂╠┌⁸ ⅜ ⅜₈ ⱣⱩꜟ₉ ⁸ ─ ⌐ ╡

                                                   
15http://chinaconfidential.blogspot.jp/2013/12/japanese-technology-could-help-solve.html 参照。 

http://chinaconfidential.blogspot.jp/2013/12/japanese-technology-could-help-solve.html
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╢ ⌐ⱦ♇♩◖▬fi│ ─≤↓╤ ⅝⌂ ╩ √∆─≢│⌂™⅛≤╙ ⅎ╠╣╢─≢

№∫≡⁸∕─ ⅛╠│ ⇔≡ ⅜ ∑⌂™─≢№╢⁹ 

∕─ ≢₈ⱦ♇♩◖▬fi₉⌐│ ─⁸∕⇔≡ ⅜ ─ ⅜⅛⅛∫≡™╢⁹ ⅝ ⅝

∕╣╩ ╢ ╩ ⇔≡™ↄ═⅝⌂─∞⁹  
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【原田武夫の読書散歩（その 51）】 

「“今太閤”は 

本当は何と戦ったのか」 

 

│כ♫כ◖─↓ ⁸◒ꜝ▬▪fi♩─

≤ ∆╢ ╩ ≈ ⌐₈ ꜞ♥ꜝ◦

╩כ ╘╢√╘⌐│≥℮™∫√ ⌐ ╩

∑┌╟™─⅛₉≤™∫√↔ ╩⇔┌⇔

┌⅔ ↑∆╢↓≤╩ ╕ⅎ⁸Γ╙℮ Δ

╩ ∆ ₁─√╘⁸ CEO

─ ⅜ 1 ⁸ ╩↔ ∆╢

◖ꜝⱶ≢∆⁹ 

中澤雄大『角栄のお庭番 朝賀昭』

（講談社）╩↔ ⇔╕∆⁹ 

 

⁸≤№╢ ⌐↔ ™≡ ה

─₈ ₉╩ ╘≡™√≤

™℮ ⌂ OB ≤ ⇔√⁹ ₁

≤™∫√ ─ ≢№∫√⅜⁸ ⇔

≡™╢ ≢ ⅝╡∫≤⇔√ ╩↕╣⁸

─ ╩⇔∫⅛╡≤ ≈╘⌂⅜╠↓℮⅔∫

⇔╚╠╣√─⅜ ⌐ ≢№∫√⁹ 

₈ ─ ╩ ≡≡ ⌐ ┘ ╪

∞─≢∆⅛╠⁸ √╢╙─⁸ ─

╩ ⇔⌂↕™⁹∕╣⅜ ⌐≤∫≡

╗═⅝ ≢∆₉ 

 ⁸ ∫≡™╢ ─ ⁸∆

⌂╦∟Γ ─Δכ◦ꜝ♥ꜞ ╩ ∂√

⅜ ─₈ ₉≤™℮ │⁸

⌐│₈ ₉≤™℮ ≢─ כ◌

♩♇Ⱶꜙ◦הꜟ ─Γ Δ ⌐ ╡≈ↄ↓

≤⌐⌂╢∞╤℮≤ ⅎ≡│™╢⁹⇔⅛⇔™

⅛╪∑╪⁸ │╕∞╕∞ ↕™─≢№╢⁹

≢─ ╩ ∂≡⁸ ≤™℮ ↕⌂

⅛╠╛⅜≡ ╩ ⅝ ↓∆↓≤╩ ⇔⌂

↑╣┌⁸⅔╟∕₈ ╕≈╡↔≤ ₉⌐ ╢

═⅝≢│⌂™≤ ⅎ≡™╢⁹∕╣⌐ ₁⇔

ↄ₈ ₉⌐≈™≡ ╢↓≤│ ╗═⅝∞⁹

↕│₈ ⇔₉⌂─≢№∫≡⁸

⌐ ╡⌐⌂╢↓≤╩ ╩ ∫≡ ∫≡™

╢≈╙╡≢№╢⁹ 

 ∞⅛╠↓∕ ≢│↓℮⇔√Γ Δ⌐≈

™≡ ╢↓≤│ ↄ ⅛∫√─≢№╢⅜⁸

∕↓│↕∆⅜⌐⅛≈≡─ ≢№╢⁹↓

─ OB │√∟≥↓╤⌐ ─ ─

╩ ⇔⁸∕─ ⌐ ↄ ™╩ ⌐

⇔≡ ↕∫√⁹ 

 ⌐ ⅛∫√─│ ⌐↓─ OB

⅜∕↓╕≢ ╩ ⌐≈↑╢↓≤⅜

√⅛≢№∫√⁹√ↄ↕╪─⅔ ╩⅔ ⅛∑

↕∫√⅜⁸∕─ ≢ ╠╣√↓≤╩ ╕

ⅎ≡ ℮⌐⁸ ∆╢⌐₈ ₉≤⇔≡ 24

╡≈™≡™√ ה ⅛╠∕

℮⇔√ ╩ ╟℮ ╕⌡≢ ╪∞╟℮⌂─

≢№╢⁹ 

 

 ↔ ⇔√™ 中澤雄大『角栄の

お庭番 朝賀昭』（講談社） │ ⌐∕─

⌐ ∂√ ─ ⌐№╢₈ ₉╩

ↄ∫⅝╡≤ ⅝ ∆╙─≢№∫√⁹ ה

│╕∞ ⁹╢№≢♩☻ꜞ♫כꜗ☺™

∞⅜∕─ │ ⅛≢№╡⁸₈ ─⅔

₉─ ╩ ⌐ ⅝ ⇔≡™╢⁹√≤

ⅎ┌↓╪⌂ ⌐⁸∞⁹ ה ⅜╕

∞ ─ ≢№╡⁸

⌐ ─ ─Ᵽ▬♩≤⇔≡ ╡

⇔≡™√ ─ ≢№╢  

 

Ƽ ̝ Ὑǲ ǪǦ ƲȨɢȶ

ǜȚǓדǋ ǪǦȏǍǲ ǲ ǋǭ
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ǔǦƳ ǋ ǮƲ ẀȖȐǡ ἧǮ

ɎȽɎȽǯ ǋǮǋȒƳ 

ƾ ƲȫɝǶ ₴Ʋ șӰ Ǟ

ǦȐƲẎἶǶǰǚș֞ǘȒȚǧǋƿ 

ƾǋȋƲϓǶẎἶǲǶ ǒǡǲ Ѽǲ

ǱȔǍǒǯדǪǭǋȅǠƿ 

 ǚȓǓ ǧǪǦƳ ǓὤǶ ἧὤ

↨ǮƲᾛ ᾶșʝ˲Ǯўȑ ȑǠ

Ȓ ǵ ҥș ǪǭǋǦƳǜȐǲỌ

ȉǋȒƳɵɵɵ ʴ ɵɵɵǯǚȔǓ

Ȩɢȶǵ ǓȆȒȆȒǍǨǲẀȖ

ǪǭȍǖƳ ἧǵҲǔǓ ȅǪǦƳ 

ƾǱȚǮẎἶǲ ǒǱǋȚǧ ǋ

Ǔү▌șǑȔǤǒǲ ǏǭǋȒǯ

ǶƲǱǲǛǯǧƳǤȚǱȋǫǶїЊȑ

ǧƿǯǠǛǋ҂₫ǮflȑỒȈǦǵ

ǮǉȒƳ 

ƾȫɝǶȨɪǵǤǷǲǋǭƲȨɪǓἶ

șїǭǱǋǚǯǓǰȓǧǘɍɱɅ

ȡǲǱǪǭǋȒǵǒƲѝǒȐȚǵǒƳ

ἶᵂǶǰȓǧǘȋǪǭȉ˲ ǵ

ǲǶǱȐȚǥƳȨɪǶὕҘǮǶƲ ǲ

ȉ ǘǱǋƳǮȉ☼ȐǶʝ ǵẎἶș

їǭǋȒƳǞǒǞȨɪǶἶ șїǭǋ

ǱǋȚǧȏƳǑǋƲѝǒȒǒɵɵɵƿ 

 ᾛἶ șӰ ♥ǲǠǗǲʣˬƲ

ϐǔǱǓȐƲ ᷀Ƕ ἧǲǉȒ

ʴẔ›ἶ Ǯ┴ șἶȚǧȨɢȶǜ

ȚƳ ẎӰǓ►ǦȑѼǵ ɵ ɵὍ

ǵȦȷȽɔɨɁȵɣɟɱɆ

ɵ ǯ ȅȆǏǭƲǚǚȅ

Ǯ ȑ ȈȒǲǶƲʱẎ ǮǶǱǋ

ҥǓǉǪǦǵǧȔǍƽ16 

                                                   
16中澤雄大『角栄のお庭番 朝賀昭』（講談社）第

29～30 頁参照。 

 ╙∫≤╙↓─╟℮⌐ ═╢⅛╠≤™∫≡⁸

│∕─ ⅜∕℮≢№∫√╟℮⌂

₈▪fi♅ ₉─ ≢│⌂⅛∫√⁹∕

℮≢│⌂ↄ≡⁸ ╠─ꜟ◘fi♅ⱴfi╩℮╕

ↄ ⇔⁸◄☻♃Ⱪꜞ♇◦ꜙⱷfi♩√

∟─ ╩ ─ⱪ♇◦כ♄כꜞ╢∆⌐╖

╩ ≡™√─≢№╢⁹ ⅎ┌ ╘≡

⌐ ⇔√ ⁸ │ √

∟⌐ ⇔≡↓℮ ⇔√─∞≤™℮17  

 

Ƽ Ǔ ʴ ǧƳᾛἶ Ӱ

ǮǉȒƳ ׅǶ ʴǵ ̈ Ǯ

ǉȑƲ ǵᾐ ὤǥȔǋǧƳ

ǒǖǋǍᾛ Ƕ ˲ǧǓƲɆȰǵǉ

Ȓ ǶƲ ׅȏȑǶǋǜǜǒẉǖ

ǖǗǪǭǔǭǋȒƳǋǜǜǒ˿˗ǵ

ȱɂǶⱲ♬ǭǋȒǫȉȑǮǉȒƳ

ǶǮǔȒǚǯǶȋȒƲǮǔǱǋǚǯ

Ƕ ǞǱǋƳǚȓǒȐʝ ǲᶮὤ

ǵǦȈǲ˿˗șǞǭǋǖǚǯǲǱȒ

ǓƲǑ˛ǋǓͬ ǞֻǍǚǯǓẎў

ǮǉȒƳ♫Ǫǭ˹ Ǧǧ˹ǒȐẎ

Ὑǵ ǶǋǫǮȉ ǘǭǑǖƳ˗ҵ

ὍǷǒȑǮǱǖƲ˹₴Њ ǞǦ

ׅȉƲ Ǯȉ ǯדȖȚȉǵǶ

ǱȚǮȉ ǪǭǔǭǖȓƳʣֶǵ

֯ș֝Ȓⱳ ǶǱǋƳדǋўȑ˿˗

șǞǭǖȓƳǞǒǞ ̑ǵЋǭǶɭ

ȵǓ ǍƳ̊ʣƽ 

 

 ○ꜘ☺ ─ ≢ ─

≤⌂∫√ │⁸ √∟─ ╢

™╩ ⌐ ⅛ↄ ≡™╢⁹∞⅜∕╣╟╡╙

╟╡╙⁸ ─ ≤│ ↄ ℮ ╩

                                                   
17同前掲書 第 40 頁参照。 
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⌐ ⅎ√─│⁸ ⌐₈ ─ ₉

≤─ ╩≤╢↓≤⌐⌂╢ ה

≤─ ™≢№∫√⁹ │∕─ ה
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ǭ˘Ӧ₴ǵ ǵǜȅǝȅǱǚǯǓ

șȏǕȒǵǧȔǍƳǚǵ Ʋ ʴ

˜Ӧᶤ Ʋ̯ ᶤӦʢ ǲǱ

ǪǭǋǦƳ 

ƾẎ ǲǶ ǧǪǭǱȓȒƳІʢ☻Ƕ

ǤǍǶǋǒǱǋƳȅǞǭȋƲ

ǲǱȔǍǯדǪǭȉǱȓȒȉǵǮ

ǶǱǋƳ ǲǶǴȐȓȒǒȉǞ

ȓǱǋǞƲẏǵװ ȉⱳ ǧƳǱȑ

ǦǖǱǋǯדǪǭȉǱȐǱǘȓǷǱ

ȐǱǋǚǯȉǉȒƿ 

 ̯ ǜȚǒȐȏǖƲǚǍǞǦȨɢȶ

ǜȚǵ ǵКș ǒǜȓǦȉǵǮǉ

ȒƳƾȉǍ ǵ ș♅ǫǧǘȏƳ

ǚǚȅǮ █ǪǭǔǦȚǧǒȐƲ˹

ǜȐȶȽɎȽǞǭȉ˿ ǱǋȖȏƿƳ

☼ặǶ Ȑǲ ǋ ǒǢȒȏǍǲƲ

ǽǫǽǫ ȑ ș ȑ ǞǭǋǦƽ 

 

 

 ∕─ ─ │ ╙╟ↄ↔ ∂─≤⅔

╡≢№╢⁹ ╩ ╘√≤ ∫√ ⁸

│ ─ ─ ≢

℮≤↓╤─₈ ₉ ⌐ ╦╣√⁹

≤™℮ ╙ ™╟℮─⌂™₈ ₉╩

ⱪꜝ▬fl□◦כ ─ ≢ ↕╣√↓≤

⅛╠ ╕╡⁸ ─ ─ ⅜ ╕

╢⁹ 

 ∕⇔≡ ♪כ◐♇꜡⅜─√∫⌂≥

≢№∫√⁹ ה ─ ╩ ╡≡

╢ │↓─ ⌐≈™≡ ─

╩ ╢ ⌐│⌂⅛∫√↓≤⅜℮⅛⅜╦╣

╢⁹⇔⅛⇔○ꜘ☺─ │ ⌐≤∫≡

≢№╡⁸ ╡⌐╙ ⌂─≢№∫√18  

 

Ƽʝ Ʋ̯ ǜȚǯ ǶǯǋǏǷƲ

ȑֻǋǵ̝ ǿ ǲїׄǋǦ ǲƲ

ǦȅǦȅ˗̏ǵʝḸș̟ǏȒɄɪɑ

ǵɄɫɁɕǲ ǞǦƳϼ ǓƾǱȚ

                                                   
18同前掲書 第 158 頁参照。 
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ƾǼɶȚƲȠɪǶ ǵ ǱǵǒƳ

Ѽș׀ ǋǦǧǘǟȊƲǱȚǵǚǯǒ

ǨǪǯȉѝǒȐȚǱƳǟȊǉƲ Ǫǭ

ǖȒȏƿ 

 ȨɢȶǜȚǶǤǵȅȅẎһǵ SPș

ȓǭƲẋǵֻ̝ǲїǒǘǭǋǪǦƳ

ȨɢȶǜȚǶƲ ᷇ǜȚǯȉֿǟȏ

ǍǱȋȑǯȑș ȑ ǞǦǤǍǧƳ

Ҙǵ ǋȨɢȶǜȚǧǘǲƲʝ

↓Ǯȉ̝ ǲʣǓȓǷƲȅǡ⸗ȓȒ

ǚǯǶǱǋǵǮƲȅǪǦǖ ˲Ƕ

ǞǭǋǱǒǪǦǯדǍƽ19 
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19同前掲書 第 254～255 頁参照。 
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 第 2 章 新・世界秩序を探る（その 13） 

 

「核の飢餓」を考える 

～“限定的な核戦争”が引き起こす人類の危機～ 

 

                   （担当執筆 CEO  原田 武夫） 

 

１．はじめに 

2013 11 ⁸ ─ NGO₈ ─√╘─ (Physicians for Social 

Responsibility, PSR)₉⅜ ⇔√⁸「核の飢餓：20 億人が危機にさらされる？（Nuclear 

Famine: Two Billion People at Risk? ）」と題する報告書（以下「本件報告書」）⅜

⌐⅔™≡ ⅛⌂ ╩ ╪∞⁹ 

 

（図表 2-1 NGO「社会的責任のための医師団」の公式 HP） 

 

（出典：Physicians for Social Responsibility20） 

                                                   
20http://www.psr.org/index.html 参照。 

http://www.psr.org/index.html
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 1985 ⌐│ⱡכⱬꜟ ╩ ⇔√↓≤≢╙ ╠╣╢↓─ ─ NGO ⅜ ⌐

⅔™≡ ⌐⇔√─│⁸ ⁸ ⌂╙─≢№╣₈ ₉⅜ ⇔√ ⁸™⅛⌂╢

▬fiⱤ◒♩⅜ ─ ⌐ ⇔≡ ∆╢⅛⌐≈™≡≢№╢⁹∕⇔≡↓─♃▬♩

ꜟ≢ ↕╣≡™╢≤⅔╡⁸∕℮⇔√ ⌐ ∫√ ⌐│ ≢ 20 ╙─ ₁⅜ ╩

↑╢↓≤⌐⌂╢≤ ≠↑√↓≤⅜ ╩ ╪∞─≢№╢⁹ 

 ∕↓≢ ≢│⁸（1）まず本件報告書の内容を概観し、（2）現段階における「あり得べ

き限定的核戦争シナリオ」を考察した上で、（3）両者を比較した上でのマーケットとそれ

を取り巻く国内外情勢において生じ得る変化について分析∆╢↓≤≤⇔√™⁹ 

 

（図表 2-2 報告書「核の飢餓：20 億人が危機にさらされる？」） 

 

（出典：同上21） 

 

 

 

                                                   
21本件報告書は下記の URL からダウンロードすることが可能である： 

http://www.psr.org/assets/pdfs/two-billion-at-risk.pdf  

http://www.psr.org/assets/pdfs/two-billion-at-risk.pdf


IISIAⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳכ♩ 

 

Institute for International Strategy and Information Analysis, Inc. 

25  

 

 

２．「核の飢餓」の実態を探る ～気候変動を通じた甚大な被害の発生可能性～ 

 ₈ ₉⁸∆⌂╦∟ ⅜ ∫≡ ⌐⅔™≡ ↕╣√─│⁸ ⌐

⅔™≡ ⅜ ⅜ ⌐ ⇔≡ 2 ⌐╦√╡ ╩ ⇔√ ⅜№╢─╖≢№╢⁹

≤ ⌐ ↕╣√ ⌐╟∫≡ ↄ─ ⅜ ╦╣⁸ ⌐ ─

⅜ ↄ ⇔™ ⌐ ╗↓≤⌐⌂∫√─│ ─ ≢№╢⁹ 

 ╙∫≤╙↓℮⇔√₈ ⌂ ₉∞↑⅜ ⌐≈™≡│Ɫ▬ꜝ▬♩↕╣╢ ≢⁸₈

⌂ ₉⌐≈™≡│ ╠╣╢↓≤⅜ ╡⌂™⁹≈╕╡ ⅜ ≢ ↕╣√ ⁸

⌂ ⌐╟╢ ╛ ⌐╟╢ ⅜ ⌐ ∂╢─╖⌂╠∏⁸↓╣⅜

⌐ ⌐ ⇔≡╙ ─ ╩ ⅎ╢↓≤│ ╡ ╠╣╢↓≤⅜ ™─≢№╢⁹ 

 

（図表 2-3 「広島型」「長崎型」原子爆弾が投下された場合における 

爆心地からの距離と死亡可能性） 

 

（出典：Toon 他論文22） 

 

 ⇔⅛⇔ ⌐╟╣┌ 1980 ─ ⅛╠⁸↓℮⇔√₈ ⌂ ₉↓∕ ⌂╙

─⌐⌂╡ ╢≤™℮ ⅜⌂↕╣╢╟℮⌐⌂∫√⁹ ⌐│ ♁ ⅜ ⇔ↄ⌂╢⌐≈

╣⁸ ─ ≢ ⌐ ⌂ ⅜ ∆╣┌⁸「核の冬（Nuclear Winter）」≤≢

                                                   
22Toon, O. B. et al, “Atmospheric Effects and Societal Consequences of Regional Scale Nuclear 

Conflicts and Acts of Individual Nuclear Terrorism” 参照。 
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╙ ℮═⅝ ⅜ ∂╢│∏∞≤ √∟│ ⇔ ╘√─≢№╢23⁹ ⌐ ℮

≤ ⅎ┌ 1986 ⌐ ─ ▪◌♦Ⱶכ US National Academy of Sciences ⅜

⇔√ │⁸ ⌐╟╢ ─ │ ⌂╙─≤™℮╟╡╙⁸╗⇔╤ ─

mass starvation ⌐╟╢╙─≢№╢≤ ≠↑≡™√24⁹ 

 専門家たちによる見解に更なる変化が生じたのは 21 世紀になってから≢№╢⁹2007 ⌐

↕╣√№╢ │⁸ ─ ╩ 100 ™√₈≤≡╙ ⌐ ↕╣

√ a very ΓlimitedΔ regional nuclear war ₉≢№∫≡╙ ≢─

╩ ⅝ ↓∆↓≤⅜ ⅎ╠╣╢≤⇔≡™√⁹⇔⅛⇔↓─ ≢│ ≤™∫≡╙↓

─ ⌐ ∂╢₈ ⅜♃כ♦⅛─╢⌂⌐─╙⌂℮╟─≤⅜₉ ⇔≡⅔╡⁸ ⁸

≢ ⇔√ ─ ≢№╢₈♃fiⱲꜝ ─ ₉ 1815 4 10 ╩ ⌐

⅝⌂⅜╠⁸ ╠ↄ│ ⌐ ⌂ ⅜ ∂╢│∏∞≤ ↕╣╢⌐ ╕∫≡™√25⁹ 

 

（図表 2-4 1815 年の「大噴火」で生じた巨大な火口の見えるタンボラ山） 

 

（出典：Wikipedia） 

 

 ∂ ⌐₈ ─√╘─ ₉╙ ╩ ⁹∕─ ≢ NGO │ ⌂

⅜ 1 ∆╢∞↑≢╙⁸ ⅜ 10 ⇔⁸∕─ ⁸10 ─ ₁⅜ ⌐

⇔╗↓≤⌐⌂╢≤─ ╩ ⇔√─≢№∫√26⁹ 

                                                   
23Helfand, Ira, “Nuclear Famine: Two Billion People at Risk? Global Impacts of Limited Nuclear War 

on Agriculture, Food Supplies, and Human Nutrition”(Second Edition)第 3 頁参照。 
24同上参照。 
25同上参照。 
26同上参照。 
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 │↓℮⇔√ ╩ ╕ⅎ√╙─≢№╡⁸╕∏「限定的」かつ地域的な核

戦争が発生した場合に生じる気候変動については概要以下のような見解を述べるもの≢№

╢  

 

●例えばインドとパキスタンとの間で限定的な核戦争が発生した場合、最大で 660 万立方

トンもの黒鉛が粒子となって大気に撒き散らされることになる。これが大気中で循環す

ることにより数年間にわたり地球上の気温は平均で 1.25 度ほど下がる一方、核兵器の使

用から 10 年経っても気温は 0.5 度下がったままである 

 

●こうした気候変動によってインパクトを受けるのが穀倉地帯を含む北米地域とユーラシ

ア地域である。とりわけ降雨が少なくなってしまうことにより穀物の収穫が激減するこ

とが想定される 

 

（図表 2-5 限定的かつ地域的な核戦争が発生した場合の全世界における 

トウモロコシ収穫量の増減率（推定）） 
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（図表 2-6 限定的かつ地域的な核戦争が発生した場合の全世界における 

コメ収穫量の増減率（推定）） 

 

 

（図表 2-7 領土外で限定的かつ地域的な核戦争が発生した 4年後の中国における 

コメ収穫量に対するインパクト（推定）27） 

 

（出典（いずれも）：Helfand 論文） 

                                                   
27茶色（グラデーションで左）で塗られた地域はネガティヴなインパクトを受けるのに対して、緑色（同右）

で示された地域はむしろポジティヴなインパクトを受けることを示している。 
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 2013 ─ ≢ ─ FAO │ ≢ ─ │ 5 900 ♩fi╒≥

≢№╡⁸ ⌐╟╢ 23 3,900 ♩fi ─ 21 Ɽכ☿fi♩╒≥≢⇔⅛⌂™

≤ ⇔≡™╢28⁹ ╡≢ ⇔√ ⁸↓╣│ ⅜ 77 ∆╢ ─ ≢

⇔⅛⌂™↓≤⌐⌂╢⁹╕√⁸ │╟╡ ⇔™ ╩ ∫≡⅔╡⁸ ⌐⅔↑╢

│ 4 3,200 ♩fi ╡≢№╡⁸↓╣│ ─ ─ 68 ≢№╢≤

⇔≡™╢⁹ ⅎ≡⁸ │ 2012 ⌐ 8 7,000 ─ ₁⅜ ⌐ ⌐ ⇔╪

≢™╢≤ ⇔≡™╢─∞⁹ 

 ↓℮⇔√ ⅜ ⌐№╢ ≢⁸ ⅛≈ ⌂ ⅜ ⇔√ ⁸ ─

≤⅔╡ ▪◦ꜝכꜚ╛ ≤™∫√ ─ ≢ ─ ⅜╕∏ ∂╢⁹

∕─ ⁸世界全体では現状に加えて、4,000 万もの人々が栄養失調に陥ることとなり、5

年が経過すると 6,700 万の人々が栄養失調になってしまうと考えられる─∞⁹∕⇔≡「核

戦争」発生から 10 年が経つと、2億 1,500 万人が飢餓に苦しむことになると想定出来る─

≢№╢29⁹ 

 ↓─ ⁸ ─ ∕─╙─∞↑⅜ ⌐⌂╢╦↑≢│⌂™⁹∕↓⅛╠ ⌂ ≢

Ⱡ●♥▫fl⌂▬fiⱤ◒♩⅜ ↄ ∆╢⁸≤ │ ∆╢⁹ ⌐ ∆╢

⌂╠┌ ─≤⅔╡≢№╢  

 

●穀物の収穫量が毎年 20 パーセント減少すると、穀物価格は平均で 19.7 パーセント値上

がりする。地域別で見ると東アジア勢では 21.4 パーセント値上がりし、南アジア勢では

31.6 パーセントもの値上がりが生じることになる。一方、仮に穀物収穫量が 40 パーセン

ト減少した場合に、その価格は平均で 98.7 パーセントも増加する危険性がある30 

 

●カロリー計算で考えた場合、穀物収穫量が 20 パーセント減少すると、摂取カロリーは世

界人口全体で平均 10 パーセント減るものと考えられている 

 

●もっとも穀物収穫量の減少が価格に与えるインパクトを考える際、無視出来ないのが商

品マーケットの反応である。「投機」や「退蔵（hoard）」が横行するようになれば、価格

は極端なまでに高騰する。例えば 2008 年 3 月には小麦価格が 1日に 25 パーセントも先

物主導で値上がりしたことがある 

 

 

 

 

                                                   
28Helfand 前掲論文第 12 頁参照。 
29同前掲論文第 13 頁参照。 
30同前掲論文第 13 頁参照。 
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（図表 2-8 シカゴ・マーケットにおける小麦先物価格の推移（月足）） 

 

（出典：フジフューチャーズ） 

 

●限定的かつ地域的な核戦争の発生による穀物収穫量の減少は、それまでは栄養状態の良  

かった諸国勢にも大きなインパクトを与える。特に重大な影響を被るのが食糧自給率の

低い諸国勢である。具体的にはマレーシア勢、韓国勢、日本勢、台湾勢、そして数多く

の中東の諸国勢などが穀物自給率 50 パーセント以下であり、問題となる31 

 

●他方、自ら巨大な穀倉地帯を抱え、問題の無いように見える中国勢も状況の変化によっ

ては深刻な事態に陥る危険性がある。中国勢では過去 30 年に及ぶ経済発展により、国民

一人当たりの摂取カロリー量が 3,000 カロリーを越えるようになっている。その多くを

自らが産出する食糧によって担っている中国勢は一見したところ有利な立場にいるよう

に見えるものの、仮に小麦の収穫高が 31 パーセント以上減少し、これにコメの 15 パー

セントの収穫減が加わるともはや食糧自給は不可能となってくる。トウモロコシに関す

る収穫減少分を加算すると、限定的かつ地域的な核戦争が発生することにより、中国勢

が摂取することの出来るカロリー量は10パーセント以上低減してしまうことが想定され

ている。現状であっても 8億 7,000 万人の人々が飢えに苦しんでいるのに対し、総勢で

13 億人もの中国勢が加わるような事態になれば、全体で 20 億の人々が飢餓に悩むことに

なるというわけなのだ32 

                                                   
31同前掲論文第 16 頁参照。 
32同前掲論文第 17 頁参照。 
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（図表 2-9 飢えに苦しむアフリカ勢の子供たち） 

 

（出典：Helfand 論文） 
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３．「限定的かつ地域的な核戦争」をイメージする ～先行研究と最新動向から導く～ 

 ↓╣╕≢ ╡ ⇔ ═≡⅝√≤⅔╡⁸ │₈ ⅛≈ ⌂ ₉─

╩ ≤⇔≡™╢⁹∕╣≢│∕╙∕╙↓℮⇔√♃▬ⱪ─ │ ⁸ ∆╢

│№╢─∞╤℮⅛⁹╕√ ∆╢≤∆╢⌂╠┌≥↓≢≥─╟℮⌂ ≢ ∆╢↓≤⌐⌂╢

─≢№╤℮⅛⁹ 

 ↓─ ⌐≈™≡ ≢╕∏ ≤⇔≡ ⌐⇔√™─⅜ Toon ╠⌐╟╢ ≢№╢⁹

2007 ⌐ ↕╣√↓─ ⌐│⁸「核保有国」と「潜在的核保有国」のリスト⅜ ↕╣

≡™╢33  

 

（図表 2-10 2007 年段階における「核保有国」と「潜在的核保有国」一覧） 

 

（出典：Toon 他論文） 

 

                                                   
33Toon 他前掲論文第 1976 頁参照。 
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 ⌐ ℮⌂╠┌ 2-10 ≢ ↕╣╢₈ ₉≤₈ ₉≤─ ─Γ

╖ ╦∑Δ─ ∞↑⁸₈ ⅛≈ ⌂ ₉⅜ ∆╢ ⅜№╢↓≤⌐⌂

╢⁹∞⅜⁸ ⅎ┌↓─ ⌐│↓↓⌐⅝≡₈ ◓fi◦כ♁♩►▪─ ₉⅜Γ

Δ↕╣╢╟℮⌐⌂∫≡™╢◘►☺▪ꜝⱦ▪ ⅜ ╕╣≡™⌂™34⁹⇔√⅜∫≡↓╣≢ ⇔

≡™╢─⅛≤™℮≤ ⅜ ╢≤ ⇔≡⅔⅛⌂↑╣┌⌂╠⌂™─∞⁹ 

 ∟⌂╖⌐この Toon 他論文で大変興味深いのは「仮に東京が核兵器のターゲットとなった

場合、何が起きるのか」について詳細なシミュレーションを行っている点≢№╢35⁹↓╣⌐

╟╢≤ ⌐⅔™≡ ─ ≤⇔≡ ╢ 50 ⅛ ─ ⁸28⅛ ⅜ ┘∕─

⌐№╢⁹∕⇔≡₈ ≢ 28 ─ 15 ◐꜡♩fi ─ ₉⅜ ≢Γ Δ⇔√

─ ╩ ⇔√─⅜ 2-11 ≢№╢  

 

（図表 2-11 「東京及びその周辺」で核爆弾が“炸裂”した場合の被害想定図） 

 

（出典：Toon 他論文36） 

 

 ≢│ ─≤⅔╡⁸₈100 ─ ⅜ ⌐ ⇔≡ ↕╣╢↓≤₉⅜

≤↕╣≡™√⁹⇔√⅜∫≡₈ ≤∕─ ⌐ 28 ₉≤™℮─╙∕─ ⌐

∫≡ↄ╢╦↑≢№╢⅜⁸∕─ ⁸≥╣╒≥─ ⅜ ⌐ ∂╢─⅛│ 2-11 ≢

⌂─≢№╢⁹ 

 ⅜ ─╖⌂╠∏⁸ ⌂ ₁─ ⌐ ⇔≡∕╣∙╣ 50 ─ 15 ◐꜡♩

fi ⅜ ↕╣√ ─ ╩ ⇔√─⅜ ─ 2-12 ≢№╢  

                                                   
34この点については例えば英国勢による下記の公開報道を参考のこと： 

http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-24823846  
35Toon 他前掲論文第 1984 頁参照。 
36○で囲まれているのが爆心地より半径 2キロメートル以内の地域であり、火災が発生する地域である。青

色のグラデーションはそれぞれの地域で核爆弾（15 キロトン級）の“炸裂”が発生した場合の想定死者

数を示す。灰色のグラデーションは人口である。 

http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-24823846
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（図表 2-12 各国勢の都市部に合計 50 個の核爆弾（15 キロトン級）が 

投下された場合の想定死者数） 

 

（出典：Toon 他論文37） 

 

 ↓↓≢ ⇔≡⅔⅝√™─⅜▬ꜝfi ⌐ ∆╢ ≢№╢⁹ 2-12 ⌐╟╣┌⁸

50 ╙─ 15 ◐꜡♩fi ⅜ ↕╣√ ↓╣⌐│Ⱶ◘▬ꜟ⌐╟╢ ╙

╕╣╢ ⁸▬ꜝfi ≢│⁸ 1 ⌐⅔↑╢ ⌐ ℮ ─ ⅜ 743 ⁸ 2

⌐⅔↑╢ ⌐ ℮ ─ ⅜ 423 ⁸∕⇔≡⁸ 3 ⌐⅔↑╢ ≢

⌐╟╡ ∆╢ ─ ⅜ 137 ≤ ╙╠╣≡™╢⁹ ≢╙ ≢

1,303 ≤⌂╢⅜⁸▬ꜝfi ─ ⅜ 7,420 ≢№╢↓≤╩ ⅎ╣┌⁸↓℮⇔√₈

⅛≈ ⌂ ₉⌐╟∫≡∕↓≢│ ⌐ 17Ɽכ☿fi♩╙─ ⅜ ╦╣╢↓≤

⌐⌂╢╦↑≢№╢⁹ 

 ↓╣╒≥╕≢⌐ ⌂ ⅜ ∂╢↓≤⅜ ⌐⅔™≡ ╢ ⁸ ↑

╠╣╣┌▬ꜝfi ─ ⅜ ⌐ ╢↓≤│ ⌐ ⅎ≡™╢⁹▬ꜝfi ≤─ ≢₈ ₉

≤⇔≡ ╠╣≡™╢─⅜▬☻ꜝ◄ꜟ ≢№╢⁹ 2-12 ⌐╟╢≤⁸ ─ ⅜ ⇔

√ ⁸▬☻ꜝ◄ꜟ ⌐⅔™≡╙ 444 ─ ⅜ ╢↓≤⅜ ⅛╢⁹▬☻ꜝ◄ꜟ

─ │ 720 ≢№╡⁸₈ ⅛≈ ⌂ ₉≢╙ ⌐∕─ 62Ɽכ☿fi

♩⅜ ╦╣≡⇔╕℮ ⅜№╢─∞⁹∕℮≢№╢ ⁸▬☻ꜝ◄ꜟ ╙№╠╝╢ ╩

™≡ ∆╢│∏∞⁹ 

                                                   
37左から「空中で爆発した場合の火災による死者数」「地上で爆発した場合の火災による死者数」及び「地

上で爆発した場合の放射性物質による死者数」を指す。 
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 ─≤⅔╡⁸ ⌐⅔↑╢₈ ₉│↓╣╠ 2◌ ⌐╙ ↄ№

╢⁹⇔⅛⇔ ⌐⅔™≡ ⌐ ≤↕╣≡™╢▬fi♪ ≤Ɽ◐☻♃fi ─ ⌐

⅔↑╢₈ ₉│≥∟╠⅛≤™℮≤ ⇔≡⅔╡⁸⅛≈∕╣ ─ ⌐⅔™≡╙

⌐₈ ⅜─╢∑⅛≈╠∟╩₉♪כ◌ ⌐⌂∫≡™╢⁹↓╣⌐ ⇔≡ ╠⅛⌐₈

─ ₉⅜ ⌐ ╠╣╢≤™℮⁸№╢ ⌐⅔™≡ ⌂ ⅜ ™≡™╢

─⅜▬☻ꜝ◄ꜟ ≤▬ꜝfi ≤─ ─ ⌂─∞⁹ 

 ⌐ ∆═⅝⌂─⅜⁸▬☻ꜝ◄ꜟ ⌐╟╢ ⅜ ↕╣≡⅝√ ⁸▬ꜝfi

│ ⁸ ╠₈ ₉╩ ∫≡⅝√│∏∞≤™℮ ≢№╢⁹∕⇔≡↓─↓≤╩

≤∆╢≤⁸ │ ⌐ 1960 ⅛╠₈ ₉≤⇔≡ ⁸ ⌐╙∕─

╩ ╘╠╣≡⅝√▬☻ꜝ◄ꜟ ⌐╙⁸◘►☺▪ꜝⱦ▪ ⁸◄☺ⱪ♩ ⁸∕⇔≡♩ꜟ

◖ ╕≢╙⅜ ∂ↄ₈ ₉╩ ⌐│ ∫≡™╢≤ ⅎ╢─⅜ ⌂ ╣⌂─≢

№╢38⁹ 

∕⇔≡▬☻ꜝ◄ꜟ ≤─ ≢ │№╢⌐∑╟⁸▬ꜝfi ⌐╟╢ ╩ ⌐

╘╠╣⌂™↓╣╠─ │▬☻ꜝ◄ꜟ ⌐╟╢ ≤ ╩ ╦∑╢╟℮⌐⁸▬ꜝfi

⌐ ∆╢ ╩ ℮│∏≢№╢⁹∕─ ⁸₈ ₉≤⇔≡ ⅜ ↕╣⌂™≤

™℮ │⌂™─≢№∫≡⁸∕℮≢№╢ ⁸ │▬ꜝfi ─ ⅛╠↓╣╠─ ⌐

⇔≡ ╩ ™√ ╙ ↕╣╢≤™℮╦↑⌂─≢№╢⁹ΊΊその結果、

中東勢では「核戦争のドミノ」が発生してしまう↓≤⌐⌂╢⁹ ─ ≢│ ⁸ ⌐

⌂ ⅜ ∆╢≤™℮↓≤ ⌐⁸ ⌐₈ ₉ ┘₈ ₉≤™

℮ ≢ ⅜ ⌂ ╩ ↑╢ ⅜№╢↓≤⌐ ⇔≡⅔⅛⌂↑╣┌⌂╠

⌂™≤™℮↓≤⌐⌂∫≡ↄ╢⁹ 

 

（図表 2-13 イラン勢の「核問題」に関する合意を祝い合う関係国勢の外相たち） 

 

（出典：New York Times） 

                                                   
38http://www.homelandsecurityresearch.com/2008/04/middle-east-going-nuke/参照。 

http://www.homelandsecurityresearch.com/2008/04/middle-east-going-nuke/
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４．「核の飢餓」に備える ～中東勢における地政学リスク“炸裂”に伴う発生可能性～ 

 ─ ⁸∆⌂╦∟ ≢│₈ ⅛≈ ⌂ ⅜ ≢─ ╩ ⅝

↓∆₉≤™℮ ─ ≤⁸ ≢│↓℮⇔√ ⅜ ⌐⅔™≡ ╙ ⇔

∕℮⌂─⅜ ⌐⅔↑╢ ꜞ☻◒≤─ ≢№╢≤™℮ ╩ ⌡ ╦∑√ ⁸

√∟ │ ╩ ⅎ⁸≥─╟℮⌐ ⅎ╢═⅝⌂─≢№╤℮⅛⁹ ╩╕≤╘╢⌐№

√╡⁸↓─ ⌐≈™≡ ╩ ═╢↓≤⌐⇔√™⁹ 

 ╙ ⌂─│⁸ 2013 11 23 ☺ꜙⱠכfl ⌐ ⇔√▬ꜝfi ─

₈ ₉⌐ ∆╢ 7◌ ⌐⅔↑╢Γ Δ─ ⅜ 2014 5 ∆

⌂╦∟₈ ₉ ⅛╠ 6ﬞ ⌐ ∆╢≤™℮ ≢№╢⁹ ⌂ ╩ ═╢⌂

╠┌⁸ 1 ▬ꜝfi ⅜₈ ₉│ ∆╢↓≤╩ ∆╢ ╦╡⌐⁸ 2

│▬ꜝfi ⌐ ∆╢ ה ╩ ∆╢⁸≤™℮─⅜↓─₈ ₉─ ≢№

╢⁹∞⅜⁸この「合意」にはそもそも問題点があり、かつその後の対応についても既に齟

齬が生じてきてしまっている  

 

●イラン勢が国際原子力機関（IAEA）による査察先として認めた施設の中には、イスラエ

ル勢等が最も問題視していたパルチンにおける原子力開発施設が含まれていない。その

ため、そもそも「問題が無い場所」を“査察”に付し、それによって隠蔽しようとする

意図が本件「合意」には含まれているというべきなのである 

 

（図表 2-14 イラン勢のアラクで建設中の重水炉） 

 

（出典：Thomson Reuters） 
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●また「合意」成立直前に問題視されていたアラクにある重水炉建設について、イラン勢

はその後、繰り返し「建設そのものを断念したわけではない」と表明してきている39。操

業に伴い核兵器の原料となるプルトニウムが産出されてしまうからこそ問題視されてい

たわけであるが、イラン勢はこれを真正面から無視する勢いを見せているのだ 

 

●対する米国勢も、「核兵器開発問題以外の理由であれば経済制裁を強化しても構わない」

という明らかに“詭弁”としか言いようの無い論理を“流布”し、対イラン経済制裁を

本件「合意」成立後に強めている40。イラン勢が面と向かってこれに抗議し、7カ国協議

という合議体そのものが崩壊するという最悪の事態に現段階（2013 年 12 月末）で至って

はいないが、仮にそうなった場合、米国勢も「合意違反」という誹りを免れない危険性

がある 

 

 ⇔√⅜∫≡ ≤™℮ ≢│↓─₈ ₉─ ⅜ ╣╢ 2014 5

⁸ ⅜ ╡ ℮ ≢₈ ₉⅜ ┼≤ ╡⁸▬ꜝfi │ ─ ≤⌂

∫≡⇔╕℮ ⅜№╢≤™℮╦↑⌂─∞⁹ ⁸↓℮⇔√ ─ │▬☻ꜝ◄ꜟ ╛

◘►☺▪ꜝⱦ▪ ⌐≤∫≡ ⌐ ╘╠╣⌂™╙─≢№╢⁹∞⅜⁸↓─ 7◌ ≤™℮

₈ ₉⅜ ╠⅛⌐ ⇔≡⇔╕∫√ ⁸╙│╛▬ꜝfi ⌐ ⇔≡│₈ ₉╩╙∫≡

╩ ╘↕∑╢⇔⅛⌂™≤™℮ ⅜ ≢ ╕╢↓≤│ ⌐ ⅎ≡™

╢⁹ 

 ∕─ ⁸ ─╟℮⌂₈ ≢ ╩ ℮₉╟℮⌂ ⌂Γ ⅛≈ ⌂ Δ

⅜ ∆╢ ⅜№╢≤™℮╦↑⌂─≢№╢⁹ ⌐↓╣⅜ ⇔√ ─№╡ ═⅝

─ ╩ ∆⌂╠┌ ─≤⅔╡≢№╢  

 

●直接的には「核兵器」あるいは準「核兵器」（例えば“汚い爆弾（dirty bomb）”など）

が用いられることにより、イラン勢やイスラエル勢並びに交戦当事国勢はすべからく甚

大な被害を受けることになる。特に正式な意味での「核兵器」が使用された場合、死傷

者は中東勢全体の人口の少なからぬ部分を占める危険性は十分ある。そうした最悪の事

情が想定される以上、本来であれば「和平努力」が米欧勢によってなされるべきである

が、これが何らかの配慮によって発動されないとなると「最悪の事態」を顧慮する必要

が出てくる（特に米国勢はシェール・ガス/オイルの採掘の文脈で最大の「商売敵」であ

るサウジアラビア勢の転覆を企図している可能性が高く、こうした「和平努力」は全く

行わないはずである） 

                                                   
39例えば以下を参照のこと： 

http://www.reuters.com/article/2013/11/27/us-iran-nuclear-arak-idUSBRE9AQ0U120131127  
40http://www.jpost.com/Middle-East/US-sanctions-violate-Geneva-deal-spirit-Irans-deputy-foreign

-minister-says-334926 参照。 

http://www.reuters.com/article/2013/11/27/us-iran-nuclear-arak-idUSBRE9AQ0U120131127
http://www.jpost.com/Middle-East/US-sanctions-violate-Geneva-deal-spirit-Irans-deputy-foreign-minister-says-334926
http://www.jpost.com/Middle-East/US-sanctions-violate-Geneva-deal-spirit-Irans-deputy-foreign-minister-says-334926
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●こうした「最悪の事態」にまで中東勢における地政学リスクの“炸裂”が至ってしまう

場合、当然のことながら核兵器の応酬もすさまじいレヴェルで行われるはずであり、こ

れによる間接的な効果としての「気候変動」も大々的に発生する危険性が高い。それと

同時にまず短期的には商品先物マーケットで穀物（及び食糧）関連の金融商品が高騰し

始め、これにつられる形で現物としての穀物（及び食糧）の価格も高騰し始めてしまう 

 

●だがそれ以上に深刻なのは上述の「気候変動」によって穀物収穫高が世界的に激減する

ことのインパクトである。本件報告書によってあらためてそうした危険性が指摘され、

“喧伝”された以上、まず穀倉地帯を抱える各国勢は穀物そのものの輸出制限を行うは

ずである。これによって上述のような金融マーケット上における「投機的な動き」が加

速されることになり、食糧自給率の低い国並びに貧困国を筆頭に食糧難、ひいては「飢

餓」に悩み始めることになる。その影響は短期的に収まるものではなく、最低でも 10 年

は続くものであり、これによって世界経済は一気に縮小し始めることになる。すなわち

穀物は「不存在」であるが故に高止まりするが、実体経済は不振であり、かつ縮小化す

るという意味でのスタグフレーションが発生する（ただし世界経済全体としてみると、

これまでのインフレ拡大化の“反動”としての「デフレ縮小化」が顕著であるという歪

な構造が続く） 

 

●食糧難により、解決策としての「遺伝子組み換え」を筆頭とした農業技術の投入が、こ

れまでの法的規制を時には全廃される形で世界的な規模で始まる可能性が出てくる。す

なわち寒冷化であっても収穫量を維持出来るような作物がマーケットにおいて求められ

る以上、これを実現するための手段としてこうした技術が投入されるのである。無論、

欧州勢はこれまで「遺伝子組み換え」に反対であったことから容易に流れが進むはずも

ないが、しかし“背に腹は代えられなくなった”政府当局が押し切る形でこれが実現す

る 

 

 ⁸ ─ │№ↄ╕≢╙Γ Δ⌐ ⅞⌂™⁹⇔⅛⇔ ─ ⅜

™⁸↓℮⇔√ ╣⅜ ⌐ ⅜╠⌂™≤│ ↄ╙∫≡ ™ ╣⌂™─≢№╢⁹∕─

≢「核の飢餓」は決して絵空事ではない─≢№╢⁹ ↕╣√ │╦∏⅛ ╡≢№

╢ ⁸ ⅛╠ ↄ ╣≡™╢╙──⁸₈ ₉ │ ⌂ↄ≤╙ ─ ™

⅜ ⌐ ╠∆ ⌐╙ ─ ⅎ≤ ─Γ ⅎΔ⅜ ╘╠╣≡™╢⁹  
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 第 3 章 アジアの地政学リスク（その 1） 

 

「南太平洋のフランス軍の展開動向」 

～アジア地域における地政学リスク炸裂に備えるフランス勢～ 

 

（担当執筆 シニア・リサーチャー・川村 朋子） 

 

１．はじめに 

 5 31 6 2 ⁸◦fi●ⱳכꜟ ≢◦ꜗfi◓ꜞꜝה♦▫▪꜡◓ 12 ▪☺▪

⅜ ↕╣√⁹▪☺▪ ≢№╢ ⅜ ⅛╠│ ⅜ ⇔

√⅜⁸▪☺▪≤│ ⌐╙ ™ ─ ⁸ⱨꜝfi☻⅛╠╙ ꜠ⱬꜟ─ ⅜

⇔√⁹↓─ ⌐⅔↑╢☻Ⱨהꜟ⁸≢♅כ♪ꜞ▪fi │アジア・太平洋地域は

「フランス勢にとって戦略的に重要な地域」（l’Asie-Pacifique demeure un enjeu 

stratégique pour la France）であり続けており、地理的・財政的な制約にも拘らず 、「フ

ランス勢はアジア・太平洋地域の安全にしっかりと取り組んでいく」（la France entend 

rester résolument engagée en faveur de la sécurité de la zone Asie-Pacifique）≤

41⇔⁸ⱨꜝfi☻ ≢ ⅛⌐ ╩ ⇔√⁹ ⅎ┌⁸ 6 2 ♪fi⸗הꜟ─ ≢

│₈ⱨꜝfi☻ ה▪☺▪│ ─ ≤⌂╡℮╢⅛ ?₉≤─ ⇔≢ ─☻

Ⱨכ♅╩ ⌐⇔≡™╢42⁹ 

 

(図表 3-1 2013 年 6 月シャングリラ・ディアログでスピーチするル・ドリアン仏国防相) 

 

（出典：フランス国防省ホームページ43） 

                                                   
41スピーチ全文については、以下を参照：

http://www.defense.gouv.fr/salle-de-presse/notes-aux-redactions/discours-du-ministre-pour-le-

shangri-la 
42http://www.lemonde.fr/asie-pacifique/article/2013/06/02/la-france-puissance-de-l-asie-pacifiq

ue-combien-de-divisions_3422496_3216.html  
43http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/l-asie-pacifique-un-enjeu-strategique-pour-la-

http://www.defense.gouv.fr/salle-de-presse/notes-aux-redactions/discours-du-ministre-pour-le-shangri-la
http://www.defense.gouv.fr/salle-de-presse/notes-aux-redactions/discours-du-ministre-pour-le-shangri-la
http://www.lemonde.fr/asie-pacifique/article/2013/06/02/la-france-puissance-de-l-asie-pacifique-combien-de-divisions_3422496_3216.html
http://www.lemonde.fr/asie-pacifique/article/2013/06/02/la-france-puissance-de-l-asie-pacifique-combien-de-divisions_3422496_3216.html
http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/l-asie-pacifique-un-enjeu-strategique-pour-la-france-selon-jean-yves-le-drian


IISIAⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳכ♩ 

 

Institute for International Strategy and Information Analysis, Inc. 

40  

 

 ∕⇔≡⁸7 ⌐ ↕╣√2013 ─ 44⌐⅔™≡│⁸ 4 ₈ ₉─

5 ₈ ┼─ ₉≢▪☺▪⌐≈™≡ ⇔≡⅔╡⁸₈ ─ ⱪ꜠♀fi☻⅜

▪☺▪─ ⌐ ⇔≡™╢─│ ⅛≢№╢⅜⁸ ┼─ ─ ⅜ⱨꜝfi☻─

╩ ↕∑╢╙─≢│⌂™₉≤⇔⁸「我が国にとってアジア地域の安定と航行の自由は

外交・経済的プライオリティが高い事項である。有事の際には同盟国とともに必要な政治・

軍事的貢献を行う」（Pour notre pays, la stabilité de la zone asiatique et la liberté 

de navigation sont des priorités diplomatiques et économiques. Aux côtés de ses alliés, 

la France apporterait, en cas de crise ouverte, une contribution politique et 

militaire d’un niveau adapté）≤⁸▪☺▪ ─ ─◖Ⱶ♇♩ⱷfi♩⌐≈™≡│∫⅝╡

≤⇔√ ╩ ∫≡™╢⁹ 

 ⱴꜞ ╛ ▪ⱨꜞ◌ ⌂≥▪ⱨꜞ◌ ≢ ⌂ ╩ ∑⁸ ≢╙∕

─ⱪ꜠♀fi☻╩ ⇔≡™╢ⱨꜝfi☻ ⅜⁸⌂− ─ ⌐ ∆╢▪☺▪ ─

⌐╕≢ ⌂ ╩ ⇔ ╘√─⅛⁹ ⌐⅔™≡⁸ ≤│ ⌐ ╩ ∆

╢ ⅝╩⇔≡⅝√ⱨꜝfi☻ ≢№╢⅛╠↓∕⁸∕─ ⌐│ ╩ ∫≡⅔ↄ═⅝≤™ⅎ

╟℮⁹ ⇔╙▬ꜝfi ─₈ ₉⌐ ∆╢7◌ ─ ≤╙™ⅎ╢ ⅜ ╡⁸

≢ ꜞ☻◒⅜ ⇔√≤⇔≡╙ ⌐ ⇔√ ⁸ ⌐≤∫≡│⁸ ─

≢ ꜞ☻◒╩ ↕∑╢ ⅜ ≡ↄ╢─≢№╢⁹ 

 ∕↓≢ ≢│⁸₈№╡ ═⅝▪☺▪≢─ ꜞ☻◒─ ₉⌐≈™≡ ⇔≡™ↄ⁹

⌐│⁸(1)フランス勢がアジア・太平洋地域と歴史的にどのような関係を持ってきた

のかを振り返った後⁸(2)実際に現在太平洋地域に展開している仏軍兵力について考究し、

(3)フランス勢とアジア諸国との軍事協力関係や兵器売買の動向を探った上で、(4)フラン

ス勢の描くアジアでの地政学リスク炸裂の可能性について言及していく↓≤≤⇔√™⁹ 

 

 

２．フランス勢とアジア・太平洋地域の関係 ～フランスの海外領土と元植民地～ 

 ⱨꜝfi☻ │ ≢╙ⱨꜝfi☻ ⌐ ה DOM-COM ╩ ⇔≡™╢⁹

─ ╩ ≡╙╦⅛╢╟℮⌐⁸DOM-COM│ ⁸ ⁸▬fi♪ ≤ ⌐ ⇔

≡⅔╡⁸ⱨꜝfi☻ ╩ ⌐ ←世界第2位の排他的経済水域を保持する国≤⌂╠⇔╘≡

™╢⁹↓─ ⁸ ⌐ ∆╢─⅜⁸ ₁ ⌐╙ ≤⇔≡ ─

▪♬♪꜠◌כꜙ♬™ ꜡꞉▬ꜜ♥ ⁸♃ⱥ♅ ╩ ╗ⱨꜝfi☻ ⱳꜞⱠ◦▪⁸∕

ⱨ♠♫≢№╢⁹2003ה☻ꜞ◊►≡⇔ ─ ≢∕╣╕≢─ ה DOM-TOM

≤™℮ ⅜ ↕╣⁸ ה DOM ≤ COM ≤⌐ ↕╣≡™

╢ ╙ ⁹フランス領ポリネシア、ウォリス・フツナは2003年より海外準県≤⌂∫

                                                                                                                                                     
france-selon-jean-yves-le-drian 

44http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/livre-blanc-2013  

http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/livre-blanc-2013
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≡™╢⅜⁸ニューカレドニア勢は ∆╢⅜DOM-COM─ ≢╙ ⌂ ⌐№╡⁸1999年よ

り特別共同体≤™℮ ⌂ ╩ ↕╣≡™╢⁹DOM-COMは自治権を有し、国防、貿

易、貨幣、法廷等特殊分野以外では独自の法律を制定することも可能≢№╢⁹ ╖⌐DOM-COM

≢│ ⌐ⱨꜝfi☻ ≤ ⅜꜡כꜚ⌐ ≢№╢⅜⁸ ⌐ ∫≡│

Ⱪ꜠♩fi►♇☼ ─1945年12月にCFPフランが制定され、現在も同通貨が使用↕╣≡™

╢⁹ ─≥꜡כꜚ│ ≢1,000XPF  ⁹╢™≡∫⌂≥꜡כꜚ8.38

 

（図表 3-2 フランスの海外領土） 

  （出典：wikipedia45） 

 

 ≤ⱨꜝfi☻ ≤─ ⌂ ╦╡│⁸ ꜙ♬ה▪ꜞꜝ♩☻כ○╢╟⌐

♪fiꜝכ☺כ ⌐ ∆╢ ≢⁸╕∏ 1842 ⌐ⱨꜝfi☻ ⅜♃ⱥ♅כ⸗ה꜠▪ ╩

≤⇔√↓≤⅛╠ ╕╢⁹ ™≡⁸♫ⱳ꜠○fi 3 ─ ⁸1853 כꜙ♬⌐

◌꜠♪♬▪╩ⱨꜝfi☻ ≤ ⇔⁸Ɽfi ╙ ⁹1864 ⌐│꜡꞉▬ꜜ♥ ╙

≤⇔≡ ╖ ╪≢™╢⁹ ≢─ ה │ ⅝⁸1874 ⅜ⱨ▫☺

╩כ ≤⇔√↓≤≢ ⅜ ╣╢≤⇔√ⱨꜝfi☻ │⁸1887 88 ⱨה☻ꜞ◊►⌐

♠♫╩ ⌂ ≤∆╢ ⌐ ▪♬♪꜠◌כꜙ♬⁸⇔ ─ ⌐ ™≡™╢⁹  

 ⱳꜞⱠ◦▪ │ ─ ≤⇔≡ ⇔≡™∫√⅜⁸ │ 1962 年

「太平洋実験施設」（CEP）の建設⌐╟╡ ⅝⌂ ╩ ⅎ╢⁹∆⌂╦∟⁸核実験場として

フランス勢の軍事に欠かせない「役割」を担っていく↓≤⌐⌂╢─≢№╢⁹ ─ⱨꜝ

                                                   
45http://www.ec-epiais-rhus.ac-versailles.fr/cycle3/documents/geographie/France_doutre-mer_2007

_fr.png  

http://www.ec-epiais-rhus.ac-versailles.fr/cycle3/documents/geographie/France_doutre-mer_2007_fr.png
http://www.ec-epiais-rhus.ac-versailles.fr/cycle3/documents/geographie/France_doutre-mer_2007_fr.png
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fi☻ ꜟכ◗ה♪₈│ ₉≤ ┌╣╢ ─ ╩ ⇔≡ ╩ ↄ▬♦○꜡◑

⅜כ ↄ⁸ ≢╙ 1966 ⌐│ NATO ⅛╠ ⇔₈ ₉╩ ≤⇔√ ─

╩ ⇔ ╘≡⅔╡⁸ⱨꜝfi☻ ⌐≤∫≡↓─ ─ ⅜ ╒≥≢№∫√⅛│

⌐ ↄ⌂™⁹ ⌐│ ─ ה ⅜ ⇔⁸1966 ⅛╠ ⅜

↕╣≡™╢⁹1966 ⅛╠ 74 ╕≢⌐ 46 ─ ⅜ ╦╣⁸ ⅝ 147 ─

⅜↓─ ≢ ╦╣√⁹1992 ⌐ ↕╣√ │⁸1995 96 ⌐ ↕╣⁸

≢╙ ⌂ ⅛╠ⱨꜝfi☻ ⌐╕≢ ⅜∫√↓≤│ ⌐ ⇔™

⅜⁸↓─ ─ 6 ─ CEP │ ↕╣╢↓≤≤⌂∫√⁹╕√⁸ ≢│↓─

≢レアアース泥が集積⇔≡™╢↓≤⅜ ⇔≡⅔╡⁸ ≢ ─ ™テクニッ

プが開発に強い関心╩ ⇔≡™╢46⁹  

▪♬♪꜠◌כꜙ♬  │ ≤⇔≡ ↕╣≡™√⅜⁸ニッケル資源の発見⌐╟╡

19 ╟╡ ⅜ ╪≢⅝√⁹ ≢╙⁸ニューカレドニア勢は世界のニッケル

埋蔵量の約 20－30％を保持⇔≡⅔╡⁸ ─ GDP ─ 3 4 ⅜♬♇◔ꜟ ⌐╟╢╙─≢

№╢⁹♬♇◔ꜟ│ ™ ⁸ ה ⌐ ∆╢ ⁸ ─ ↕⁸ ⌐ ™

≤™∫√ ⅛╠ ₁⌂ ╩ ∟⁸ ↕╣╢♬♇◔ꜟ─ 65 ⅜☻♥fi꜠☻ ─ ⌐

™╠╣≡™╢╒⅛⁸20％はその他のスチールや非鉄合金に用いられ、航空宇宙産業や軍

事用途として使用↕╣≡⅔╡47⁸∕─ ⅜ ≢⅝╟℮⁹ⱨꜝfi☻ ╛ כ○⁸

♪fiꜝכ☺כꜙ♬ה▪ꜞꜝ♩☻ ⅛╠─ ╙ ↄ⁸ ╙ ⇔≡™╢╟℮⌐╖ⅎ

╢⅜ │ GDP ─ 4 ⇔⅛ ▪♬♪꜠◌כꜙ♬⁸⇔⅛⇔⁹™⌂™≡╘ ─ │ DOM-COM ─

≢ ╙♄▬♫Ⱶ♇◒≢№╡⁸2011 ─ GDP │ 8,478 CFP ⱨꜝfi 71 ꜡כꜚ ⁸

№√╡─ GDP ╙ 334 CFP ⱨꜝfi 27,972 ꜡כꜚ ♪fiꜝכ☺כꜙ♬≥48 ╩ ╗

─≥─ ה ╟╡╙ ↄ⁸ⱨꜝfi☻ ≤ ⌂™╒≥≢№╢⁹ ⅜

▪♬♪꜠◌כꜙ♬⁸╡№╙™∑™ ≢│ ⅜ ⌐ ─ DOM-COM ╟╡╙ ™⁹

1980 ⌐│ ≤ ─ ⅜ ⇔ↄ⌂╡⁸ウヴェア島人質立て籠もり事件と

いった死傷事件╙ ↓╡⁸軍や国家憲兵治安部隊（GIGN）が介入⇔≡™╢49⁹ 

⇔⅛⇔⁸↓─ ╩⅝∫⅛↑⌐ ה ─ ⅜ ╦╣⁸1988 ⌐│ⱴ♥▫♬ꜛfi

⅜ ⇔≡ ⅜ ⁹1998 ⌐│♯ⱷ▪ ≢↕╠⌐ ⅜ ⇔⁸ 1999

₈ ₉≤™℮ ─ ⌂ ≤⇔≡ ↕╣╢≤≤╙⌐⁸2014－18 年の間

に独立か否かの住民投票╩ ℮↓≤⅜ ↕╣√⁹ 

 DOM-COM ⌐ ⇔╙℮ ≈ ∆═⅝ │⁸ ⌐ ∆╢有利な税制の適用≢№╢⁹ ⱳ

ꜞⱠ◦▪≢│ ⌐ ╦╢ ⅜ ∆╢⅜ │ ↄ⁸►◊ꜞ☻ ⱨ♠♫≢│

                                                   
46http://www.nikkei.com/article/DGXNZO61875420Q3A031C1XE1000/  
47http://www.nickel-japan.com/nickel/facts.html  
48http://www.isee.nc/compteco/pib.html  
49この事件については、カソヴィッツ監督が映画化し、「裏切りの戦場 葬られた誓い」との邦題で日本で

も 2012 年に公開されている。 

http://www.nikkei.com/article/DGXNZO61875420Q3A031C1XE1000/
http://www.nickel-japan.com/nickel/facts.html
http://www.isee.nc/compteco/pib.html
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─╖⌂╠∏ ╙ ⇔⌂™⁹↓℮⇔√ ╩╙∫≡ ∟⌐ DOM-COM ⅜♃♇◒☻ Ⱬ▬Ⱪ

fi≢№╢≤│ ⅎ∏⁸ Ɽꜞ 1 ─◌☻♃Ⱡ♪ │↓℮⇔√ │ ⌂╢

₈ ₉≢⇔⅛⌂™≤⇔≡™╢⅜50⁸♃♇◒☻ Ⱬ▬Ⱪfi⌐ ∆╢ ╡⅜ ⇔ↄ⌂╢

2008-09 │DOM-COMがそのような目的のために使用されていた可能性│№⌂⅜∟

≢⅝⌂™⁹2008 3 ⌐ ↕╣√◦ꜝ◒ ─ ─ ⇔ ⌐ ∆╢

ₐLΐincroyable histoire du compte japonaise de Jacques Chiracₑ ☺ꜗ♇◒ ◦ꜝ◒

─ ≢│⁸ ⅜ ⌐ ╩ ⇔ 3 ⱨꜝfi

65 ─ ⅜№╢ ⁸ ⱶכꜞ♩☻▪ꜞ◒√∫№≢ ─ ≢№∫√

꜡fi♪ ─ⱷ⸗⌐ ↕╣≡⅔╡⁸ DGSE ╙↓─ ─ ╩ ⇔≡

™√≤↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐ ⇔⁸ ⱳꜞⱠ◦▪─ ≢ ╙ ⌐№╡⁸

2013 5 ⅛╠╙ ⌐ ╡ ™√●☻♩fi ⱨ꜡☻ ⱳꜞⱠ◦▪ ⅜◦ꜝ◒

≤ ⌐ ⇔™ ≢№╡⁸↓─ⱨ꜡☻ ╩ ∂≡♃ⱥ♅╩ ⇔ ─

⇔ ⅛╠ⱨꜝfi☻ ┼≤ ─ ⅝⅜№∫√≤⇔≡™╢⁹↓─ ─ ⅝╩ ∫≡™√

≢♅ⱥ♃│♩☻ꜞ♫כꜗ☺ ╩ →≡⅔╡⁸↓─ ─ ≢ⱨꜝfi☻ ⅛╠

⌐ ⅜ ↕╣√≤╙ ∂╠╣≡™╢51⁹ ─⌂™≤↓╤⌐ │ √⌂™≤™℮⅜⁸

タヒチがフランス本土への資金調達の仲介点とされていた可能性│ ≢⅝⌂™─≢№╢⁹ 

 ≈╕╡⁸ ─ DOM-COM │ ⌐╙⁸ ⌐╙⁸ ⌐╙ⱨꜝfi☻ ⌐≤

∫≡ ⅝⌂ ╩ √⇔≡™╢↓≤⅜ ≢⅝╟℮⁹ 

 

（図表 3-3  ジャック･シラク元大統領とガストン･フロス仏領ポリネシア大統領） 

 

 

（出典：wikipedia52） 

                                                   
50http://www.la1ere.fr/2013/04/25/parler-de-paradis-fiscal-pour-l-outre-mer-francais-releve-de-

la-mythologie-31355.html  
51http://news.searchina.ne.jp/disp.cgi?y=2010&d=0216&f=national_0216_007.shtml  
52http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Chirac_Lula_ABr62198_cropped.jpg   

http://www.la1ere.fr/2013/04/25/parler-de-paradis-fiscal-pour-l-outre-mer-francais-releve-de-la-mythologie-31355.html
http://www.la1ere.fr/2013/04/25/parler-de-paradis-fiscal-pour-l-outre-mer-francais-releve-de-la-mythologie-31355.html
http://news.searchina.ne.jp/disp.cgi?y=2010&d=0216&f=national_0216_007.shtml
http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Chirac_Lula_ABr62198_cropped.jpg
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 ⁸ⱨꜝfi☻ │インドシナ半島東部地域を「フランス領インドシナ」として 1954 年

まで支配下⌐ ™≡™√⁹♫ⱳ꜠○fi 3 ⅜ 1858 ⌐ ─fl▼♩♫ⱶ ⌐№√╢◖

☻ⱨꜝfi⌐♫◦♅כ ─ ≢ ╩ ⇔⁸ ≤─ ♫◦♅כ◖≢

⅜ ⇔√─⅜ ─ ♫◦♅כ◖⁹╢№≢╡╕ ─ 1862 ◘▬◗

fi ≢ⱨꜝfi☻ ♫◦♅כ◖│ 3 ≤ⱪ꜡◖fi♪ꜟ ╩ ⌐♫◦♅כ◖⁸∑↕

╩⅔™≡™╢⁹1863 ⌐│◌fiⱲ☺▪ ≤─ ⌐ ה ┘ⱨꜝfi☻ ─

⌐ ∆╢ ╩ ⇔≡ ⇔⁸ ◌fiⱲ☺▪─ ≢№∫√◦ꜗⱶ ♃▬

⅜ 1867 ⌐↓─ ╩ ⇔≡™╢⁹↓─◌fiⱲ☺▪ ≤ ╩♫◦♅כ◖ ↕∑

╢√╘⁸ ⱨꜝfi☻ ♫◦♅כ◖│ 3 ╙ ♫◦♅כ◖≡⇔ ╩ ⁹1874

─ ◘▬◗fi ≢ ♫◦♅כ◖│ 6 ⌐⅔↑╢ⱨꜝfi☻ ─ ⌂ ╩

⇔⁸ ♫◦♅כ◖ ⅜ ⌐ ∆╢⁹ ™≡⁸1882 ⌐ⱨꜝfi☻ │ fl▼♩

♫ⱶ ─♩fi◐fi ╩ ⇔⁸ ♩fi◐fi ─ 1883 ⁸84 ⌐♩fi◐fi≤

▪fi♫fi╩ ≤∆╢⁹♩fi◐fi ⌐╙⁸ ─ ≢№╡ ⌐ ∆╢ⱨ

ꜝfi☻ ⌐ ╩ ™≡™√ │ ⅛╠─ ≢⁸ ⱨꜝfi☻ ≤ ⇔≡™

√ 53─ ╩ ∫≡™√⅜⁸ │ ─ ╩ ⅝ ⅜ ⁹1885 ─

≢ ⅜fl▼♩♫ⱶ ─ ╩ ⇔⁸ⱨꜝfi☻ ─ ╩ ╘╢↓≤≤⌂

╢⁹ⱨꜝfi☻ │⁸1887 ─ ⌐♩fi◐fiה▪fi♫fi ♫◦♅כ◖≥

╩ ∆╢▬fi♪◦♫ ╩ ⇔⁸↓↓⌐ⱨꜝfi☻ ▬fi♪◦♫⅜ ∆╢⁹∕─

⁸♃▬ ╩ ≤⇔≡™√ꜝ○☻ 3 ╩ ─ 1893 ⌐ ≤⇔⁸▬

fi♪◦♫ ⌐ ╖ ╣√⁹1900 ─ ─ ⁸ │ ─

╩ ≡⁸ ⅜ 1945 3 ⌐ⱨꜝfi☻ ▬fi♪◦♫ ╩ ⇔⁸ⱨꜝfi☻

⅜ ⇔√≤ ⁹↓℮⇔≡fl▼♩♫ⱶ ⁸ꜝ○☻ ⁸◌fiⱲ☺▪ ⅜ ╩

⇔√⁹⇔⅛⇔⁸ⱨꜝfi☻ │▬fi♪◦♫ ─ ╩ ╘∏⁸▬fi♪◦♫ ⅜

↓∫√⅜⁸1954 ♦▫◄fiⱦ◄fiⱨכ─ ™≢ ╩ ⇔⁸☺ꜙⱠכⱩ ≢▬fi♪◦♫

3 ─ ╩ ⁹↓↓⌐▬fi♪◦♫ │ ⌐ ∆╢↓≤≤⌂∫√⁹ 

 ↓℮⇔√ ╙№╡⁸フランス勢は現在でも東南アジア勢には大きな影響力を保持⇔≡

™╢ │ ∆═⅝≢№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                     
http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Gaston_Flosse.JPG 

5319 世紀末に清朝地方で成立した武装組織。 

http://commons.wikimedia.org/wiki/File:Gaston_Flosse.JPG
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(図表 3-4  仏領インドシナ) 

 

 

(出典 : Wikipedia54） 

 

 

３．太平洋地域に展開しているフランス軍兵力 

 ≢│⁸ ⌐ √╟℮⌐ ─ⱨꜝfi☻ ⅜ ⌂ ╩ √⇔≡⅔

ה▪☺▪⁸╡ ╩₈ⱨꜝfi☻ ⌐≤∫≡ ⌐ ⌂ ₉≢№╢≤

≢ ↑⁸₈ⱨꜝfi☻ ה▪☺▪│ ─ ⌐⇔∫⅛╡≤ ╡ ╪≢™ↄ₉≤∆

╢─≢№╣┌⁸ ⌐↓─ ≢ ≢⅝╢ ⅜ ∆╢ ♪꜠◌כꜙ♬⁹╢№⅜

♬▪ ≢─►fl▼▪ ≡↓╙╡ ≢ ╛ GIGN ⅜ ⇔√ ⅛╠╙ ⅎ╢╟℮⌐⁸ⱨꜝfi

☻ │ DOM-COM ⌐╙ ╩ ↕∑≡™╢⁹ 

 ≢│⁸ニューカレドニア駐屯軍（FANC）の規模が最も大きく⁸2012 2

≢⁸ 1,748 ⁸ 245 ⅛╠ ∫≡™╢55⁹ │⁸ CEMA ─

⌐№╢ COMSUP ─ ⌐№╡⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

≢ ↕╣╢⁹ 

 

 

                                                   
54http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e0/French_Indochina_expansion  
55以下、詳細については国防省オフィシャルサイト
（http://www.defense.gouv.fr/ema/forces-prepositionnees/nouvelle-caledonie/dossier/les-forces-   
armees-de-la-nouvelle-caledonie）及びニューカレドニア駐屯軍オフィシャルサイト参照。
（http://www.forcesarmees.nc/） 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/e0/French_Indochina_expansion
http://www.defense.gouv.fr/ema/forces-prepositionnees/nouvelle-caledonie/dossier/les-forces-　　%20armees-de-la-nouvelle-caledonie
http://www.defense.gouv.fr/ema/forces-prepositionnees/nouvelle-caledonie/dossier/les-forces-　　%20armees-de-la-nouvelle-caledonie
http://www.forcesarmees.nc/
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（図表 3-5  FANC 配置図） 

 

（出典：FANC オフィシャルサイト） 

 

↓─ 800 ⅜ ⌐ ⇔⁸ ▪♬♪꜠◌כꜙ♬

RIMaP-NC ╩ ∆⁹ ⁸╕√│ ≢ⱨꜝfi☻ ⅛╠ ↕╣╢ ≢№╡⁸

│ 30 ⇔⅛™⌂™⁹ │♯ⱷ▪ ┘ⱪꜝⱶ⁹ECR90 7 ⁸ꜟ

ⱡכTRM2000 ♩ꜝ♇◒ 78 ⁸ⱪ☺ꜛכP4 ⱪכ☺ 58 ╩ ╗ 200

─ ╩ ⇔⁸RTF1 120mm RT4 ⁸LLR 81mm 4 ╩ ╗ ─ ה

╩ ⇔≡™╢⁹ │⁸♯ⱷ▪─ⱳ꞉fi♩ה◦ꜗ◒꜠☻ ⌐ ╩ ⅝⁸

500 ─ ⅛╠ ╢⁹P400 2 ⁸P606 Ɽ♩꜡כꜟ 1 ⁸ⱨ꜡꜠▪ꜟ ⱨꜞ◕

♩כ 1 ╩ ⇔⁸ 7 ─◦ꜗfiⱪ꜠כfi ⌐ ╦∫≡ 2015 16 ⌐

B2M ╩ ∆╢↓≤⅜ ─ 2014 19 ─ ⱪ꜡◓ꜝⱶ ⌐ ╡

╕╣≡™╢56⁹╕√⁸ 25F ─ ≤⇔≡ ⱨ□ꜟ◖fi 200 ╩ 2 ┘ 22S

─ ≤⇔≡ Ⱬꜞה▪ꜟ◄♇♩ III ╩ 1 ╙ ⁹ │♯ⱷ

▪▲♩fi♃כ▪ 186 BA186 ⅜♯ⱷ▪─ 50 ─♃fi♩▲▪⌐ ⇔⁸

200 ─ ⅛╠ ╢⁹♃fi♩▲▪ ╩ ⅝ ← ≢ 2011 8 ⌐ ⌂

≤⌂∫√⁹ ⌐│ 53 ET52 ⅜ ⇔⁸CASA CN-235 ╩

2 ⁸Ⱬꜞ PUMA ╩ 3 ╩ ⇔≡⅔╡⁸ 2 ─ 25F ─ ⱨ□ꜟ◖fi

200⁸ ┘▪ꜟ◄♇♩ III ─◘ⱳכ♩╙ ∫≡™╢⁹ 

 ⱳꜞⱠ◦▪ FAPF ╙ ⌐⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

                                                   
56http://www.senat.fr/leg/pjl13-051.html 

http://www.senat.fr/leg/pjl13-051.html
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≢ ↕╣≡⅔╡⁸ 1,000 ─ ℮∟ 8 ⅜ ⅜ ⇔≡™╢57⁹FANC ≤ ⁸

─ ⌐ ⅛╣≡™╢⅜⁸ ⌐ ALPACI ┘

☿fi♃כ COMCEP ╩ ⌐ ↄ⁹FAPF │ 2012 7 ⌐ ⌐ ↕╣≡⅔╡⁸

│ⱳꜞⱠ◦▪ ⅛╠ⱳꜞⱠ◦▪ / ⱳꜞⱠ◦▪

DTP/RIMaP-P ≤ ↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐ │⌂™⁹ DTP/RIMaP-P │⁸ⱤⱭכ♥

─▪ꜟ◄⌐ ⅜№╡⁸ⱨ□כ►fi⌐ ⁸Ɽ║ꜞ⌐│ ╩ ≈⁹

│ⱤⱭכ♥⌐ ╩ ∟⁸ⱨ꜡꜠▪ꜟ ⱨꜞ◕כ♩ 1 ⁸P675 Ɽ♩꜡כꜟ 1 ⁸◘ⱪ

♩כⱲ◓♃ה▬ꜝ 1 ⁸ ♃◓Ⱳכ♩ 2 ⁸ Ɽ♩꜡כꜟ 1 ╩ ⇔≡⅔╡⁸

25F ⅜ⱨ□ꜟ◖fi 200 ╩ 5 2 ⌐▪♬♪꜠◌כꜙ♬│ ≤⇔

≡ ⇔≡™╢╒⅛⁸35F ─ ≤⇔≡Ⱬꜞ AS365 ╩ 2 ⇔≡™╢⁹ │⁸

│ 190 ♃ⱥ♅-ⱨ□▪▪ ≢№∫√⅜⁸2012 7 ─ ≢

DETAIR ≤™℮ ⌐⌂╡⁸FAPF ≤ 25F ⁸35F ─ 3

⅛╠ ∫≡™╢⁹ │ ▪♬♪꜠◌כꜙ♬⁸──╙√╣↕ ≤ ⇔太平洋

地域で随一の海軍航空隊であることに変わりはない⁹ ⱨ□ꜟ◖fi200╩5 ⁸ⱫꜞAS365

╩ 2 ─╒⅛⁸CASA CN-235 ╩ 2 ⇔≡™╢⁹ 

 ≤╙⁸ ⌂Ⱶ♇◦ꜛfi│ⱨꜝfi☻ ≤ ─ ⁸ ≢─

⁸ ⅜ ┬ ≢№╢ ZRP ≢─ⱨꜝfi☻הⱪ꜠♀fi─ ≢№╡⁸

∕─√╘─ ─ ה ⁸ ╛ ⁸ ─ ╡ ╕╡ ╩

∫≡™╢⅜⁸ ⱳꜞⱠ◦▪ ⌐│ ☿fi♃כ ─ ⁸ ─

─ ╙ ╕╣≡™╢ ⌐│ ⅜ ≢№╢⁹ 

 ╕√⁸フランス海軍はアジア・太平洋地域でも積極的に演習╩ ꜠◌כꜙ♬⁹╢™≡∫

♪♬▪ │2 ↔≤⌐多国籍演習サザンクロス╩ ∫≡⅔╡⁸2012 │ⱨꜝfi☻ ⁸

▪ꜞꜝ♩☻כ○ ♪fiꜝכ☺כꜙ♬⁸ ⁸Ɽⱪ▪♬ꜙכ◑♬▪ ⁸♩fi● ⁸Ᵽ♯▪♠

∕⇔≡ ╘≡ 国勢、英国勢、カナダ勢も参加⇔≡™╢58⁹ ⅜Ɫ꞉▬ ≢ ∫

≡™╢ ≢№╢環太平洋合同演習にも 2010 年より参加⇔⁸ⱤⱭכ♥ ─ⱨꜞ

♩כ◕ ⅜ ↕╣≡™╢⁹2012 2 ⌐│ ≢ ⌂≥╙ ∫√⁹

╕√⁸▬fi♪ ╛ ≢─ ⌐ ⌐ ╛ ╩ ∆╢↓≤≢∕─ⱪ꜠♀fi☻

╩ ↑≡╙™╢⁹2011 5 ⌐ ╦╣√₈ ₉⌐ ∆╢◦fiⱳ☺►ⱶ≢꜡fi◕

│海洋外交の形は海軍の寄航と合同演習である≤ ═≡⅔╡59⁸↓─╟℮⌂

ה▪☺▪≢ ─ ⱪ꜠♀fi☻╩ ⇔≡™╢↓≤│ ™⌂™⁹ 

                                                   
57以下、詳細については国防省オフィシャルサイト
（http://www.defense.gouv.fr/ema/forces-prepositionnees/polynesie-francaise/dossier/les-forces      
-armees-de-polynesie-francaise）及び仏領ポリネシア駐屯軍オフィシャルサイト参照。
（http://www.armees-polynesie.pf/） 
58http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/nouvelle-caledonie-exercice-croix-du-sud-2012-
phase-initiale-d-integration-de-la-force  

59http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/le-colloque-marine-et-diplomatie-une-opportuni

te-de-reactualiser-le-livre-blanc-selon-gerard-longuet  

http://www.defense.gouv.fr/ema/forces-prepositionnees/polynesie-francaise/dossier/les-forces　　　　　　-armees-de-polynesie-francaise
http://www.defense.gouv.fr/ema/forces-prepositionnees/polynesie-francaise/dossier/les-forces　　　　　　-armees-de-polynesie-francaise
http://www.armees-polynesie.pf/
http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/nouvelle-caledonie-exercice-croix-du-sud-2012-phase-initiale-d-integration-de-la-force
http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/nouvelle-caledonie-exercice-croix-du-sud-2012-phase-initiale-d-integration-de-la-force
http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/le-colloque-marine-et-diplomatie-une-opportunite-de-reactualiser-le-livre-blanc-selon-gerard-longuet
http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/le-colloque-marine-et-diplomatie-une-opportunite-de-reactualiser-le-livre-blanc-selon-gerard-longuet
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（図表 3-6 2012 年サザンクロス演習） 

 

（出典 :国防省オフィシャルサイト60） 

 

 

４．アジア諸国との軍事協力関係や兵器売買の動向 

 ─╟℮⌂ ╩ ∟⁸ ─ ≤⇔≡直接的にはオーストラリア勢やニ

ュージーランド勢、また周辺諸島地域国家と同駐屯軍は関係を密に⇔≡™╢⁹ ─

─ ה ⌐ ∆╢ⱨꜝfi☻⁸○כ☺כꜙ♬⁸▪ꜞꜝ♩☻כꜝfi♪ FRANZ

╛ ─ ╩ ℮ ה ♪fiꜝכ☺כꜙ♬ה▪ꜞꜝ♩☻כ○ה 4 ⅛

○Ɑ꜠כ◦ꜛfiⱨ◊כꜝⱶ ─╒⅛⁸ ⌐オーストラリア勢とは、2012 年 1 月に戦略的

パートナーシップ宣言╩ ∫≡⅔╡⁸₈ ₉ ≢⁸ │ ─ ─

┼─ ◖Ⱶ♇♩ⱷfi♩╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⁸ ≤

─ ⁸ ⌐太平洋地域についての平和・安全保障強化┼─◖Ⱶ♇♩ⱷfi♩╩ ∫≡™

╢61⁹ 

 ⱨꜝfi☻ │ ▪☺▪ ≤╙ ┘≈⅝⅜ ™↓≤│ ⌐ ═√⅜⁸ インドネシア

勢、マレーシア勢、ヴェトナム勢、シンガポール勢等と軍事・安全協力協定╩ ╪≢™╢⁹

⌂ ╩ ≡⁸ⱨꜝfi☻ ≤↓─ ≤─ ⅜ ⇔ ╘√─│

─ 1990 ⅛╠≢№╢⁹ 

                                                   
60http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/nouvelle-caledonie-exercice-croix-du-sud-2012-

phase-initiale-d-integration-de-la-force  
61http://www.ambafrance-au.org/IMG/pdf/Partenariat_strategique_-_MAEE_francais_16_01_2012.pdf  

http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/nouvelle-caledonie-exercice-croix-du-sud-2012-phase-initiale-d-integration-de-la-force
http://www.defense.gouv.fr/actualites/articles/nouvelle-caledonie-exercice-croix-du-sud-2012-phase-initiale-d-integration-de-la-force
http://www.ambafrance-au.org/IMG/pdf/Partenariat_strategique_-_MAEE_francais_16_01_2012.pdf
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 2013 年度の防衛白書では、東南アジア勢の中では特にシンガポール勢についての記述⅜

⌂↕╣≡⅔╡⁸₈ⱨꜝfi☻ ≤─ ⅜ ▪☺▪ ≢ 1 ⁸▪☺▪ ≢╙ ה

⌐ ← 3 ─◦fi●ⱳכꜟ ≤│ ♄▬▪꜡◓╩ ⌐ ∫≡⅔╡⁸ ⌂ ה

╩ ™≡™╢₉ en Asie du Sud-Est et notre troisième en Asie (après 

la Chine et le Japon), elle conduit un dialogue politique régulier et une coopération 

de défense et de sécurité très étroite.≤ ═╠╣≡™╢⁹↓─ │⁸◦fi●ⱳכ

ꜟ ⅜ 2 ─○ⱨ□כ╩ ⇔≡⅔╡⁸ DCNS ≤ ♥▫♇☿fi◒ꜟ♇ⱪ ⱴꜞfi ◦☻

♥ⱶ☼ TKMS ─ ≢ ⇔™ ⅜ ╦╣≡™√ 62⁸◦fi●ⱳכꜟ ≤─ ┘≈⅝

╩▪Ⱨכꜟ∆╢√╘≢№∫√≤╙ ╖ ╣╢⅜⁸ ⌐↓╣╕≢ⱨꜝfi☻ │フォーミダ

ブル級フリゲート 6 隻を売却し、技術供与╙ ∫≡⅝≡™╢⁹1 │ DCNS ≢ ↕╣≡

™╢⅜⁸2 │◦fi●ⱳכꜟ ⌐⅔™≡ ↕╣√⁹ │ MBDA ─ Aster30

Ⱶ◘▬ꜟ◦☻♥ⱶ╩ ⇔≡™╢⅜⁸2013 9 ◦fi●ⱳכꜟ │ Ⱶ◘▬

ꜟ ╩ ⇔≡™╢63⁹ ≤│ 2012 年 10 月に戦略的パートナーシップ合意に署名⇔≡

™╢⅜⁸◦fi●ⱳכꜟ ≤ Ɽכ♫♩כ◦♇ⱪ ╩ ╪≢™╢─│ ≢│

ⱨꜝfi☻ ∞↑≢№╢⁹ ⌐◦fi●ⱳכꜟ ≤│ Ɽ▬꜡♇♩─ │

↕╣≡™╢⅜⁸ ⌐╙ ⅜№╡ │ ╠⅛⌐↕╣≡™⌂™⅜⁸↕╠⌐

╩ ∆╢╙─∞≤™℮64⁹ 

 fl▼♩♫ⱶ ≤│⁸1991 ⌐ fl▼♩♫ⱶ ⱨꜝfi☻ ⌐ ⱳ☻♩╩ ⇔√

↓≤⅛╠ ⅜ ∆╢⅜⁸1993 2 ⁸ ╩ ╡ ⇔√ヴェトナム勢にフラ

ンス大統領としても西欧首脳としても初めて、ミッテラン元大統領が公式訪問⇔√↓≤⅜⁸

↓─ ⌐⅔↑╢ⱨꜝfi☻ ─ⱪ꜠♀fi☻ ─ ⌂ ≤™ⅎ╟℮⁹ ⁸ ◦

♫ ⌐⅔↑╢ ≤─ ╙№╡ 2 ─ │ ┘ ↕╣≡™

ↄ⅜⁸2009 年 11 月のフィヨン首相によるヴェトナム勢訪問の際に防衛分野での協力合意署

名⅜ ╦╣⁸ Ɫⱡ▬≤Ɽꜞ≤ ≢ ╩ ∆╢ ⅜ ↕╣√⁹↓╣

⌐╟╡⁸2010 3 Ɫ▬꜠ⱬꜟ ⅜ ↕╣⁸10 ⌐│▬fi♪◦♫

╘≡⁸ⱨꜝfi☻ ─ ⅜fl▼♩♫ⱶ ╩ ∆╢⌐ ∫≡™╢65⁹↓─ │

≢№∫√┌⅛╡≢⌂ↄ⁸fl▼♩♫ⱶ ─ ⁸fl▼♩♫ⱶ ⁸ ─

≤™℮ ⌐≈™≡╙ ⇔≡™╢⁹∕⇔≡⁸2013 6 ⌐│ⱨꜝfi☻ ─

₈♩Ⱡꜟ₉≤ ⱨꜞ◕כ♩ ₈☺ꜛꜟ◓ ꜠▬◓₉─2 ⅜fl▼♩♫ⱶ⌐

⇔≡™╢⁹↓─ │₈☺ꜗfi♯ ♄ꜟ◒2013₉Ⱶ♇◦ꜛfi─ ≢№╡⁸ ⌐│

◗כ♩╛ ⁸◘►☺▪ꜝⱦ▪ ⁸▬fi♪Ⱡ◦▪ ⁸Ⱪꜝ☺ꜟ ─ ⅜

                                                   
62結局、シンガポールは独TKMSの潜水艦 218SGを総額18億ユーロで2隻購入することを12月初旬に発表。 
63http://www.latribune.fr/entreprises-finance/industrie/aeronautique-defense/20131106trib000794

380/sous-marins-a-singapour-comment-dcns-tente-de-couler-son-rival-allemand-tkms-12.html 
64http://www.lefigaro.fr/flash-eco/2012/10/18/97002-20121018FILWWW00597-paris-singapour-partena

riat-strategique.php  
65http://www.ambafrance-vn.org/Mission-Militaire,296  

http://www.latribune.fr/entreprises-finance/industrie/aeronautique-defense/20131106trib000794380/sous-marins-a-singapour-comment-dcns-tente-de-couler-son-rival-allemand-tkms-12.html
http://www.latribune.fr/entreprises-finance/industrie/aeronautique-defense/20131106trib000794380/sous-marins-a-singapour-comment-dcns-tente-de-couler-son-rival-allemand-tkms-12.html
http://www.lefigaro.fr/flash-eco/2012/10/18/97002-20121018FILWWW00597-paris-singapour-partenariat-strategique.php
http://www.lefigaro.fr/flash-eco/2012/10/18/97002-20121018FILWWW00597-paris-singapour-partenariat-strategique.php
http://www.ambafrance-vn.org/Mission-Militaire,296
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⇔≡™╢⅜⁸ │fl▼♩♫ⱶ ─ ╙ ∆╢ ≤⌂∫≡™╢66⁹

⌐ ═√╟℮⌐⁸ ─₈ ₉│ ─ⱪ꜠♀fi☻╩ ∆╢╙─≢№╡⁸↓─

⅜fl▼♩♫ⱶ ≤─ ╩ ∆╢╙─≢№╢─│ ™⌂™⁹2013 9 ─◓◄fi

♃fi ☼fi ─ⱨꜝfi☻ ⌐│⁸戦略的パートナーシップ共同宣言の署名⅜

╦╣√67⁹  

 ⱴ꜠כ◦▪ ≤│1993 ⌐ ⌐ ≠⅝⁸ ⁸ ⁸ ─ ≈

╩ ≤⇔√ ⅜ ⅛╣≡™╢⁹Ɫ▬꜠ⱬꜟ─ │ ⌐ ╦╣⁸▬fi♪

─ⱨꜝfi☻ ≤─ ⅜ ╦╣≡™╢68⁹マレーシア勢について特筆すべ

きは、フランス勢が同国に対する最大兵器輸出国である↓≤≢№╤℮⁹ ⌐╟╢

⌐╙ ╠∏⁸9 ─꜡כꜚ ╩ ≈ⱴ꜠כ◦▪ │⁸ⱨꜝfi☻ ─ ≤

⇔≡⁸2011 ◘►☺▪ꜝⱦ▪ ⁸▪ꜝⱩ ⁸Ⱪꜝ☺ꜟ ⁸▬fi♪ ⌐ ← 5

─ ╩ ╘≡™╢⁹ⱴ꜠כ◦▪ │⁸2002 ⌐DCNS─☻◖ꜟⱭ♯ 2 ⁸2005

⌐◄▪Ᵽ☻ Ⱶꜞ♃ꜞכ─ A400M4 ⁸2010 ─כ♃ⱪ◖꜡כꜚ⌐

ⱫꜞEC725╩12 ⁸2012 ⌐DCNS─◖ꜟⱬ♇♩ GoWind6 ╩ ⇔≡™╢╒⅛⁸MBDA─

╙ ⇔≡™╢⁹ ─ ≢╙ ⅜ ╪≢⅔╡⁸◖ꜟⱬ♇♩ Gowind│ⱴ

▪◦כ꜠ ─ Ⱳה♪♇♥☻כ♫Ᵽꜟה◦♇ⱪꜘכ♪ BNS ≢ ↕╣╢↓≤⌐⌂

∫≡™╢⁹2002 ⌐ⱴ꜠כ◦▪ ⌐ כ♃ⱪ◖꜡כꜚ─ ⱴ꜠כ◦▪╩ ◖꜡כꜚ√⇔

ⱪ♃כ│ ≢1 ꜡כꜚ ─ →╩ ⇔⁸ⱴ꜠כ◦▪ ⁸♃▬ ⁸▬fi♪Ⱡ◦▪ ⁸

ⱨ▫ꜞⱧfi ≤™∫√ ▪☺▪ Ⱬꜞ ─ⱷfi♥♫fi☻☿fi♃⁹╢™≡∫⌂≥כ

│2011 ⁸EC725─ ≤○ⱨ☿♇♩≢ⱴ꜠כ◦▪ ─ CTRM⌐ ⇔⁸∕╣╕

≢ⱨꜝfi☻ ≢─╖ ↕╣≡™√EC130─ⱨ▼Ⱡ☻♩꜡fi ╩ ⇔⁸CTRM│ ≢

─ ≤⌂∫≡™╢69⁹2013 7 כ꜡◄⌐ ⅜ⱴ꜠כ◦▪╩ ⇔

√ ⌐│ ─ ╙ ⌐↕╣≡⅔╡⁸2015 ⌐ ↕╣≡™╢MIG29─ ≤⇔≡

18 ╩ ∆╢ ⌐≈™≡⁸ ─5 ⌐ ™≈⌐ꜟ□ⱨꜝ─כ♁♇♄╢™≡∫

≡ ⇔ ™⅜╙√╣√≤╙™℮70⁹ 

 ▬fi♪Ⱡ◦▪ ≤│⁸2009 ─ꜚ♪ꜜⱡ ─ⱨꜝfi☻ ⌐ ╩

Ɽכ♫♩כ꜠ⱬꜟ┼≤ ∆╢ ⅜⌂↕╣⁸2011 ⱨ▫ꜜfi ─▬fi♪Ⱡ◦▪

⌐戦略的パートナーシップ合意に署名⅜ ╦╣√⁹fl▼♩♫ⱶ ≤─ ≤ ⁸

ה ≢│⁸ ⁸ ⁸ ꜠ⱬꜟ≢─ ⌂ ⁸ ⁸ ⁸

─ ⌐≈™≡ ╩ ∫≡™ↄ↓≤⅜ ═╠╣≡™╢71⁹  

                                                   
66http://www.ambafrance-vn.org/Visite-du-Vietnam-de-TONNERRE-et  
67http://www.ambafrance-vn.org/Signature-de-la-declaration  
68http://www.ambafrance-my.org/La-cooperation-militaire  
69http://www.latribune.fr/entreprises-finance/industrie/aeronautique-defense/20120210trib000682

607/comment-l-industrie-aeronautique-et-de-defense-francaise-s-est-imposee-en-malaisie.html  
70http://fr.reuters.com/article/idFRL6N0FS1MU20130722   
71http://www.ambafrance-id.org/IMG/pdf/Part_Strat_FR_FR_01072011.pdf  

http://www.ambafrance-vn.org/Visite-du-Vietnam-de-TONNERRE-et
http://www.ambafrance-vn.org/Signature-de-la-declaration
http://www.ambafrance-my.org/La-cooperation-militaire
http://www.latribune.fr/entreprises-finance/industrie/aeronautique-defense/20120210trib000682607/comment-l-industrie-aeronautique-et-de-defense-francaise-s-est-imposee-en-malaisie.html
http://www.latribune.fr/entreprises-finance/industrie/aeronautique-defense/20120210trib000682607/comment-l-industrie-aeronautique-et-de-defense-francaise-s-est-imposee-en-malaisie.html
http://fr.reuters.com/article/idFRL6N0FS1MU20130722
http://www.ambafrance-id.org/IMG/pdf/Part_Strat_FR_FR_01072011.pdf
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 ⱨ▫ꜞⱧfi │⁸ ◦♫ ≢─ ─√╘⁸ ⅜ ⱨꜝfi☻

─ ♃Ɽ☺ꜙכ☼╩ ∆╢ ≢№╡2014 4 ─ ⇔╩ ⇔≡™╢ ⁸ 24

ⱷכ♩ꜟ─ 4 ┘ 82ⱷכ♩ꜟ─ 1 ╩ ∆╢√╘─ ╩ⱨꜝfi☻

≤ ∫≡™╢72⁹ 

 ╕√⁸2013 ─ ≢│⁸₈ⱨꜝfi☻ │▪☺▪ ─∆═≡─ ≤ ╩ ∫

≡™╢⅜⁸なかでも韓国勢と日本勢との関係を重要視⇔⁸ ─ ╡

╩ ⇔≡™╢₉ Elle entretient des relations de confiance avec tous les pays de 

la région, et notamment avec la Corée du Sud et le Japon. Elle soutient la candidature 

au Conseil de sécurité du Japon≤╙ ⇔≡™╢⁹ 

 ⌐│○ꜝfi♪ ⅜2013 6 ⌐ ⇔√ ⁸ ≤⇔≡│ ─ ⅜

╦╣⁸防衛装備品共同開発や輸出管理枠組みの設置で合意⌐ ∫≡⅔╡⁸ כ○⁸

☻♩ꜝꜞ▪ ⁸꜡◦▪ ⌐ ⅝外務・防衛閣僚会議（2プラス2）の開催⌐≈™≡╙ ⇔

≡™╢⁹2ⱪꜝ☻2 │1 ⌐╙Ɽꜞ≢ ↕╣╢ ≤⌂∫≡™╢73⁹ 

 ⁸ⱨꜝfi☻ ⅜ ≢№╢↓≤│ ─ ≢№╢⅜⁸2008-2012年度の兵

器輸出先のトップは全体の27.8％を占めるアジア勢・太平洋地域勢≤⌂∫≡™╢⁹2012

─ⱨꜝfi☻ │ ╖▬☻ꜝ◄ꜟ⌐ ⅛╣ 5 ⌐ ⇔≡™╢⅜⁸

≤⇔≡単年では、2012年度、アジア勢・太平洋地域勢が初めて5割を越え52％╩ ╘≡™╢⁹

2003 ─♩♇ⱪ│◘►☺▪ꜝⱦ▪ ≢№∫√⅜⁸2012 │▬fi♪ ⅜♩

♇ⱪ≤⌂╡⁸▬fi♪ ⁸ⱴ꜠כ◦▪ ╩ ╘≤∆╢▪☺▪ ה ┼─ ⅜

⌐ ⇔≡™╢↓≤⅜ ╖ ╣╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
72http://www.meretmarine.com/fr/content/les-philippines-interesses-par-lachat-de-six-batiments-

la-france  
73http://www.47news.jp/CN/201311/CN2013111301002138.html  

http://www.meretmarine.com/fr/content/les-philippines-interesses-par-lachat-de-six-batiments-la-france
http://www.meretmarine.com/fr/content/les-philippines-interesses-par-lachat-de-six-batiments-la-france
http://www.47news.jp/CN/201311/CN2013111301002138.html
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（図表3-7 2008-2012年のフランス武器輸出総額の地域別割合（単位100万ユーロ）） 

 

    

（出典：フランス勢の武器輸出に関する2013年度国会レポート74） 

 

 ▪☺▪ ─ ⌐ ╣┌⁸ ─ ─≤⅔╡≢№╡⁸ ▬fi♪ ⁸ⱴ꜠כ◦▪ ┼─

⅜2010 ⅛╠⁸ ▬fi♪Ⱡ◦▪ ⁸ ┼⅜2011 ⅛╠ ⌐ ┘≡™╢─

⅜ ⅛╢⁹╕√⁸ ▪☺▪ ⌐⅔↑╢▬fi♪ ─ ⌐ ╢⅞│⌂™╙──⁸対

東南アジア勢の輸出が2012年度倍増している ⌐ ∆═⅝≢№╢╒⅛⁸中国勢に対して

も1億ユーロ前後の武器輸出が毎年行われている ⌐│ ⇔√™⁹EU│1989 ─

╩ ∫≡™╢⅜⁸ │ ─ ≢ ≢⅝⁸ⱨꜝfi☻

│ ה ─ │ ≤ ⇔≡™╢⁹2008-2012年の対中国勢武

器輸出の中には、対空ミサイルR440クロタル、軍用中型双発ヘリAS565パンテル、輸送・哨

戒ヘリSA321シュぺル・フルロン、多目的ヘリAS550フェニックやフリゲート用ディーゼル

エンジンPA6等が品目⌐ ╕╣≡⅔╡75⁸ ⅜ ╩ ⇔ ╩ ⇔ ╣

╢⅝∫⅛↑≤⌂∫√2012 10 ─Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ ╙ ≤⇔≡ ≢⅝

╢√╘ ≤↕╣√─≢№╢⁹ ╖⌐ ≢│⁸120MM RT⅜ꜝ▬☿fi☻

↕╣≡™╢⁹ 

                                                   
74www.defense.gouv.fr/content/download/.../file/RAP-15juil13%20BD.PDF15 頁参照。 
75http://portal.sipri.org/publications/pages/transfer/trade-register  

http://www.defense.gouv.fr/content/download/.../file/RAP-15juil13%20BD.PDF
http://portal.sipri.org/publications/pages/transfer/trade-register
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（図表3-8 2008-2012年の地域別・国別兵器オーダー額（抜粋）（単位100万ﾕｰﾛ）） 

 

 

 

（出典：フランス勢の武器輸出に関する2013年度国会レポート76） 

 

 

 ５．フランス勢の描くアジア勢での地政学リスク炸裂の可能性 

 ─╟℮⌐⁸▪☺▪ ╛ ≢ ╩ ↓∆ ╩ ∟ ≈ ≢⅝

╢ ╩ ∟⁸▪☺▪ ╛ ─ ≤ ╩ ⅝⁸ ╩ ⇔≡™

╢ⱨꜝfi☻ ⌐≤∫≡⁸↓─ ≢ ꜞ☻◒⅜ ⇔√ ⌐ ≢⅝╢₈ ₉│

≢ ⇔√ ╟╡╙ ⅝™ ∆╠№╢⁹ ⌐ ⅝ↄ⌂™≤⇔≡╙⁸ ꜞ

☻◒│ ≢ ↓╢╟╡╙⁸ ╠⌐ ⅜ ┌⌂™─≢№╣┌ ─№∟↓∟≢

⅝≡ↄ╣╢ ⅜⁸ ≢№╢ ⌐≤∫≡│ ─ ≤™℮ ⱷꜟ♩♄

►fi⅛╠─₈ ₉╩╟╡ ∫ ╡ ↄ ⌐ ╣╢↓≤⅜ ╢─≢№╢⁹ 

                                                   
76www.defense.gouv.fr/content/download/.../file/RAP-15juil13%20BD.PDF 67 頁参照。 

http://www.defense.gouv.fr/content/download/.../file/RAP-15juil13%20BD.PDF
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 ≢│⁸ⱨꜝfi☻ ⅜ ∆╢▪☺▪ ≢─ ꜞ☻◒≤│ ≥─╟℮⌂╙─≢№╤

℮⅛⁹ ⌐▪☺▪ ≤™∫≡╙∕─ │ ↄ⁸ꜞ☻◒ ─◦♫ꜞ○│™ↄ≈⅛ →

╠╣╟℮⁹№╡ ═⅝◦♫ꜞ○≤⇔≡│⁸ ─╟℮⌂╙─⅜ ≢⅝╢⁹ 

 

●中国勢と我が国の間におけるリスク炸裂 

●朝鮮半島有事 

●極東におけるロシア勢と我が国の対立激化 

●太平洋地域での資源争奪による中国勢と日米欧との対立 

●東南アジアにおける中国勢と東南アジア諸国勢との対立激化 

 

 中国勢は昨年（2013年）11月23日、尖閣諸島の上空を含む東シナ海上空空域に防空識別

圏を設定∆╢≤─ ╩ ∫√⁹↓─ │ ─ ╩ ╖⁸ ─

≤╙ ⌂∫≡™╢⁹ │ ╩ ┘ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ╘≡⅔╡⁸

╙ ╩ ⇔25 ⌐│B52 ╩ ⌐ ↕∑≡™╢⅜⁸12 ⌐Ᵽ

▬♦fi ⅜ ⇔√ ⌐╙⁸ ⌐ │ ⇔≡╙₈ ₉≤™℮

│ ⇔≡™⌂™⁹ ⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡╙⁸ ∆╢

≤ ⌐ ℮ ╩⇔√ ⁸ ─ ≤ ─ ╖│ ╣≡⅔╡⁸

⌐ ∆╢ ≤│⌂∫≡™⌂™⁹ │2012 12 ⁸ ╘≡ ╩ ⇔⁸

⌐ ∆╢ ─ ─ │ ⌐ ⇔≡⅝≡™╢⁹ 9 ⌐│ ╙

↕╣√⁹ ≢│ ⌐ ⇔ ╩ ℮↓≤╙№╡⁸ ─ ⌂╡

│ ⌂ ≤ ─ ⅜ ↓╢ ╩ ↕∑╢╙─≢№╢⁹また、韓

国勢も12月8日に防空識別圏を南方に拡大すると発表し15日から発効∆╢77⁹ ─

⌐│ ⌂∫≡™⌂™⅜⁸ ≤ ⅜ ╩ ∆╢ ╩ ╪≢™╢⁹↓℮

⇔√ ╩ ╢≤⁸ ◦♫ ≢─ ה ─ ≤™℮◦♫ꜞ○╙ ↑╢⁹⇔⅛⇔⁸

⅜ ─ ╩ ⇔≡™≡╙ ─ ⌐│╕∞ ╪≢™⌂™─│ ╠⅛⌂

─∞⁹⇔√⅜∫≡⁸ ⅜ ≤─ ≤™℮ ╩ ↓∆ │

ↄ⁸╕√ ╙ ה ⅛╠ ≢⅝╢ ╖│ ↕™√╘⁸↓─◦♫ꜞ○⅜

≤⌂╢ │ ™≤ ╦╣╢⁹ ⌐≈™≡╙ ─↓≤⅜ ⅎ╟℮⁹ ─

⅜ ⅝∆⅞╢↓╣╠─ ≢─ ≢│⁸ⱨꜝfi☻ ─ ─ │ ⅛≢⇔⅛⌂ↄ⁸

ⱨꜝfi☻ ⅜ ∆╢◦♫ꜞ○─ ≢│ ⅜ ™ ─ ⅜ ⅝™─≢№╢⁹ 

 ꜡◦▪ ⌐ ⇔≡│⁸ⱨꜝfi☻ ⅜Ⱶ☻♩ꜝꜟ 4 ╩ ∆╢ ╩2011

6 ⌐ ⇔⁸ ─2 ╩ⱨꜝfi☻ ≢ ⁸ ╡2 │꜡◦▪ ≤ⱨꜝfi☻ ─ ≢

∆╢↓≤⌐⌂∫≡™╢⁹↓─1番艦「ウラジオストク」が昨年10月15日フランス勢で進水

したが、ドック及び海洋での運用試験を経て2014年11月1日にはロシアの四つの主力艦隊の

                                                   
77http://sankei.jp.msn.com/world/news/131209/kor13120908130001-n2.htm  

http://sankei.jp.msn.com/world/news/131209/kor13120908130001-n2.htm
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内、名前の通り太平洋艦隊のウラジオストクに配備↕╣╢↓≤⌐⌂∫≡™╢⁹꜡◦▪ │

6 ⌐ ⇔√2番艦セバストポリも2015年末には太平洋艦隊に配属∆╢↓≤╩ ⇔

≡™╢78⁹ │ ⌂⇔≢─ ⇔≢№╡⁸꜡◦▪ ⅜ ╩ ∆╢↓≤⌐⌂╢

⅜⁸ Ⱶ◘▬ꜟ ⁸ ─ Ⱶ◘▬ꜟ⁸ ⁸ ⁸ ה

Ⱬꜞ╛ ─ ╩ ∆╢≤ ═≡⅔╡⁸ ≢─ ⅜ ⇔™╟℮⌐╖ⅎ

╢⁹ ≤─ ™⌐ ↑√ ≤─ ╙ ⁸ ⌐ ─ ≈≤

⇔≡ⱳⱳⱨ◐fi │ ╩ →≡⅔╡⁸╕√ ⅜◦ꜗfi◓ꜞ

─◓꜡▪▫♦הꜝ fi▪ꜞ♪הꜟ⁸ ⌐ ⇔ ╙ ⇔≡™╢⁹⇔⅛⇔⁸

│ ─ ≢№╡⁸꜡◦▪ ⅜ ≢╙ ≤⇔≡™╢─⌂╠┌

≢№╢⅜ ⌐│ ⅝≢№╢⁹ ∆╣┌⁸ │₈⅔⅔∆╖₉

3 ╩ ⇔⁸ ─ │ √⌂™╙──⁸Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ ₈└╜℮⅜₉

2 ≤ ∆╣┌ ⅜ ≢⁸↕╠⌐Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ ₈™∏╙₉ 2

╩ ≢№╡⁸Ⱶ☻♩ꜝꜟ 3 4 ─ ╩ ⇔≡™╢≤™ⅎ⁸꜡◦▪≤

⅜ ⌂ ╩ ↓∆↓≤│ ╘≡ ⅜ ™≤™ⅎ╟℮⁹ミストラル級強襲揚

陸艦の極東配備の目的は、寧ろ、同地域におけるロシア勢の主権とプレゼンスを示すため

のもの≤ ╢╒℮⅜ ≢№╡⁸ ⅜ ↓∫√ ╛ ─ ╩2012 9 ⌐ ⇔√

┼─ ≢№╢ ™⅜ ™⁹ 

 ≢─ ™│⁸ ℮╟╡ ⇔≡ ∆╢ ╩≤╢╒℮⅜ ⅛⌐ ≢№

╢ ⁸ ≤ ─ ⌂ ⌂≥ ↓╡ ╢╦↑╙⌂™⁹ 

 ↓℮⇔≡ ≢ ≡™ↄ≤⁸ⱨꜝfi☻ ─ ↄ◦♫ꜞ○≤⇔≡ ⅜ ™─│

「東南アジア勢でのリスク炸裂」による軍需急増≢№╢≤ ≢⅝╢⁹2012 10 ⁸◄꜡

כ │◦fi●ⱳכꜟ ⁸ⱨ▫ꜞⱧfi ⁸◌fiⱲ☺▪ ⁸♃▬ ⁸ⱴ꜠כ◦▪ ⁸

≤ ▪☺▪ ╩ ⌐ ⇔⁸11 ─ꜝ○☻ ○│⌐♩♇Ⱶ◘▪☺▪הⱤ♇꜡כꜜ─≢

ꜝfi♪ ⅜ ⇔≡™╢⁹2013 8 ⌐│ⱨ□ⱦ►☻ ⅜▬fi♪Ⱡ◦▪ ⁸fl▼♩♫

ⱶ ╩ ⁹ │○ꜝfi♪ ⅜fl▼♩♫ⱶ ╩ ∆╢↓≤╙ ⇔≡™╢⁹

╙∟╤╪⁸↓℮⇔√ ▪☺▪ ─ │⁸ ⅜ ∆╢ ⇔™

╩ →≡™╢ ⅜₈ ₉≤⇔≡ ≢№╢⅛╠≢│№╢⅜⁸軍需市場としてもフ

ランス勢にとって非常に重要な地域≤⌂∫≡™╢─│ ⌐ √≤⅔╡≢№╢⁹↕╠⌐⁸こ

の数年で東南アジア勢各国と軍事協力を締結⇔≡™╢ ⌐ ╖╢≤⁸ ─ ⌐

≈™≡│ ╠⅛⌐↕╣≡™⌂ↄ≡╙⁸ ≢│∫⅝╡≤ ═≡™╢╟℮⌐⁸ ─

⌐ⱨꜝfi☻ ⅜↓─ ≢ ╩ ↓∆ │ ⇔≡ ⌂ↄ⌂™⁹この地域の軍需増強

は南シナ海における中国勢との対立が徐々に顕著となってきているから≢№╢⅜⁸ 11

26 ⌐│ ─ ≢№╢「遼寧」が南シナ海で長距離訓練╩ ℮√╘⌐ 2 ⁸

ⱨꜞ◕כ♩ 2 ≤≤╙⌐ ╩ ⇔√⁹↓╣╕≢│ ≢ ≢ ╛

                                                   
78http://www.rusnavyintelligence.com/categorie-11968087.html  

http://www.rusnavyintelligence.com/categorie-11968087.html
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╩ ∫≡™√∞↑≢№∫√ ⅜ ╩ ╪≢─ ⌐ ⅛↑√≤™℮↓≤│⁸攻撃

型の空母機動部隊として訓練を行うことを意味⇔⁸ ⁸ ⱷ♬ꜙכ⌐│ ⁸

⅜ ↕╣⁸ 15 │ ◦♫ ≢ ╙ ℮≤⇔≡™╢⁹↓─

⅜ ∟⌐ ⌐≈⌂⅜╢≤│™ⅎ⌂™⅜⁸ ⅜╕∏ ◦♫ ─ ┘

╩ ⌐ ╘╟℮≤⇔≡™╢─│ ─ ⌐╙ ╠⅛≢№╢⁹ 

 ╕√⁸ⱨꜝfi☻ │ ⌐ ▪☺▪ ⌐ ╩ ⇔ ╩ ⅎ

⌂⅜╠╙⁸Ⱬꜞ◖ⱪ♃כ ─ ⌐╙ ⌂ↄ ╩ ∆╢≤™℮

╩≤∫≡™╢ ⌐╙ ⇔√™⁹2012 10 │Ᵽꜟ≢DCNS♫꜡כꜚ─ SMX-26╩

⇔≡™╢⅜⁸ 12ⱷכ♩ꜟ─ ≢╙ ≢⅝╢ │⁸ ⅜ 40ⱷכ♩

ꜟ─ ╛ 100ⱷכ♩ꜟ╩ ⅎ⌂™ ◦♫ ≢─ ⌐╙ ≢№╡⁸ ─

╩ ╘≡™╢ⱨꜝfi☻ ⅜ ╖╩ ℮ ╙ ≢⅝⌂™⁹ ∆╢

⌐ ╩ ╡ ╗≤™℮╛╡ ≢⁸ⱨꜝfi☻ ⅜ ╩ ╪≢™╢↓─ ⅜⁸ꜞ☻

◒ ─ ╩ ╪≢™╢─│ ≤╙™ⅎ╟℮⁹ 

 憂慮すべきは、アジア勢の如何なる場所でリスクを炸裂させるにしても、フランス勢が

「日本勢」を巻き込もうと虎視眈々と狙っていることは間違いない ≢№╢⁹ │○

ꜝfi♪ ─ ⌐⁸ ╩ ─ ⌐ ╖ ╗₈Ᵽכ♃כ

₉⌐ ⇔√≤ ⌐⌂∫≡™╢⅜⁸○ꜝfi♪ ⅜ ╡ ⇔ ═≡™√「太平洋

における協力を強化したい」≤™℮ ⅜⁸↓─ ─ ≢№╡⁸ⱨꜝfi☻ ⅜

⌐ ╘≡™╢ ≢№╢↓≤│ ⌐ ↄ⌂™⁹今月行われる 2プラス 2会合で、協議内

容がつまびらかにされなくとも、アジア有事について話し合いがもたれる可能性も十分に

ある ⌐ ⇔≈≈⁸ ─ ╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╢─│ ⅛≢№╢⁹  
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 第 4 章 今月（2014 年 1 月）における予測分析シナリオ・アップデート  

 

「我が国は今次金融メルトダウンとはある意味、無関係な形で自らの人口動態上の理由に

より、資産バブルを惹起しなければならない立場に置かれている。もっともいわゆる『ア

ベノミクス』が始められたため、バブルは円安誘導に基づく第 1弾と、外生的なリスク要

因に基づく第 2弾の 2段階に分かれることになる。いずれにせよ、この意味での我が国に

おける資産バブル（＝『日本バブル』）は第 2弾になった時、歴史的なレヴェルにまで達す

ることになる」ΊΊ↓╣⅜ ⅜↓╣╕≢ ╡ ⇔ ⇔≡⅝√ ─ ꜝ▬fi≢

№╢⁹ 

 ∕─╟℮⌂ ⁸ここで言う「日本バブル」第 1弾の最終章（Annex）とでも言うべきもの

が去る先月（2013 年 12 月）13 日をもって始まったというのが現段階における弊研究所の

最新分析≢№╢⁹ ≢│ ╩ ≤⇔⌂⅜╠⁸ⱴכ◔♇♩≤ ─Γ Δ≤Γ↓

╣⅛╠Δ⌐≈™≡ ⇔≡™ↄ↓≤≤⇔√™⁹ 

 

（図表 4-1 日経平均株価と東証株価指数の推移・比較（過去 1年）） 

 

（出典：Yahoo!ファイナンス） 

 

 2013 12 13 │ SQ ─ ≢№∫√⁹∕⇔≡ ⌐↓─

≢ ⱴ₈⅜♩♇◔כ ₉≤™℮↓≤⌐⌂∫√ ⁸ ₁ 11 ┌⅛╠

ⱨ□fi♪⌐╟╢₈ ™₉⅛╠ ╕∫√♩꜠fi♪⅜ ⅝ↄ ∆╢

⅜№∫√╦↑≢№╢⅜⁸ ⌐│↓╣│ ↕╣╢↓≤≤⌂∫√⁹ 

 ∕─ ≢ 16 ─ ≢ ⌐⅔↑╢ⱷꜟ◒ⱴ₈╢№≢ꜟכ ₉⅜ 25.1

⌐╕≢ ⇔≡™╢↓≤⅜ ⇔√─≢№╢⁹ ₈IISIA ⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳ₉♩כ≢╙ ╡
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⇔ ⇔≡⅝≡™╢≤⅔╡⁸ ╢ 8 ╟╡₈ ₉⅜ 20 ≤⌂╢≤ ™⅜

≤⌂╡⁸ ─ ⱴכ◔♇♩⅜Γ →Δ⌐ ∂⁸↓╣⅜ 25 ⌐⌂╢≤ ╡⌐

∂≡Γ →Δ⌐⌂╢≤™℮Ɽ♃כfi⅜ ╠╣≡⅝≡™√╦↑≢№╢⅜⁸↓╣⅜ ⌐↓─

♃▬Ⱶfi◓≢ ╣√─≢№╢⁹ 

 ↓╣⌐ ™ ∟╩⅛↑╢╟℮⌐ ╩ ┼≤ ∫√─⅜

FRB ─ FOMC ⌐╟╢ ≢№∫√⁹ 18 ⁸FOMC │

╩ ⇔⁸↓╣╕≢ ⅝⌐╦√∫≡ ↑≡⅝≡™√ QE ╩ 2014 1

⅛╠ ⌐ ⇔≡™ↄ↓≤╩ ⇔√─≢№╢⁹↓╣⌐╟∫≡ ⌂╠┌ⱴⱠכ─

⅜ ⅝≡╙ │ ⅛∫√╦↑≢№╢⅜⁸↕⇔№√╡│ ⌂ ⌐ ∆╢Γ

∆╢ Δ⅜ ≢№∫√↓≤⅛╠⁸ ─╖⌂╠∏ ⌐⅔™≡╙₈ ₉

⅜⅛ⅎ∫≡ ⅛╣╢↓≤⌐⌂∫√⁹ 

 

（図表 4-2 ニューヨーク・マーケットにおけるダウ平均株価の推移（過去 1年）） 

 

（出典：Yahoo!ファイナンス） 

 

 ≤╡╦↑ ⅜ ≤─ ≢│「米国勢における量的緩和（QE）の縮減⇒米ドル安の終焉

⇒米ドル高への転換」という連想から、円安へと“越境する投資主体”らが舵を大きく切

ったことが強い影響╩ ╓⇔√⁹∆⌂╦∟↓╣⌐╟∫≡「円安誘導に伴う我が国における

資産バブル」を意味する「日本バブル」第 1弾が本格化した≤™℮╦↑⌂─≢№╢⁹ 

 ↓℮⇔√ ⌐⅔™≡ Γ ∆╢ Δ│ ⇔≡₈ ™₉╩ ↑╢

⁸╗⇔╤ ─ ⅝╩⇔≡™√─⅜ ─⁸≤╡╦↑₈ ₉≢№∫√⁹

⅜ ≤⌂╡⁸ ⅜ 2 ⌐⌂╢↓≤⅛╠ 2013 12 25 ╕≢ ⁸

₈ ₉│ ╪⌐ ╩ ⇔≡™√⁹∕⇔≡↓─╟℮⌐ ⇔≡ ≡ↄ╢₈ ₉╩

⅜ ╪⌐ ╡⁸ ⱬכ☻≢╙ ⅜╡⅜ ∂⌂™≤™℮ ⅜ ™√≤™

℮╦↑⌂─≢№╢⁹ 



IISIAⱴfi☻ꜞהכ꜠ⱳכ♩ 

 

Institute for International Strategy and Information Analysis, Inc. 

59  

 

 ∕⇔≡↓─↓≤⅜ ⌐ ↕╣≡™√─⅜ ≤ TOPIX ─

≢№╢⁹ 4-1 ⌐ ↕╣≡™╢≤⅔╡⁸ ≤ ─ ─ │

⌐⌂∫≡⅛╠ ⌐ ⅜╡ ╘√⁹↓╣│ ⅜ ─ ⁸∆⌂╦∟₈ ₉

─ⱴⱠכ─ √∟⌐≤∫≡─ⱬfi♅ⱴ⁸╡№≢╠⅛∞◒כ ⌐ ⌂

│ ∆╢ ⁸∕─ ≢₈ ₉ ─ ─ ↄ─

⅜ ∆╢≤™℮ ⅜ ™√≤™℮╦↑⌂─≢№╢⁹ 

 ⇔⅛⇔↓↓≢ ™ ↓↕⌂↑╣┌⌂╠⌂™↓≤⅜ ≈№╢⁹∕╣│「ル・シャトリエの

定理＝復元力の原則」≢№╢⁹∆⌂╦∟₈ →│ →─√╘⁸ →│ →─√╘₉≢№╢

↓≤╩ ⅎ╢⌂╠┌⁸↓╣╕≢ ⌐╟∫≡ ╩ ⌡≡⅝√ │ ⁸₈ ⱣⱩ

ꜟ₉ 1 Annex ╩ ⅎ╢ ≢╙ ≢│⌂ↄ⁸╗⇔╤↓╣╕≢≥∟╠⅛≤™℮

≤ ⌐ ⅛╣≡⅝√ ↓∕⅜↓╣⅛╠─ⱨ▼כ☼⌐⅔™≡ ≤⌂╢ ╩

╪≢™╢≤™℮═⅝⌂─≢№╢⁹∕⇔≡∕─↓≤│⁸∕℮⇔√ ≤ ↕╣╢ ─

ↄ⅜ 2013 ─ ╟╡⁸ ⇔≡ ╠⅛⌂╒≥₈ ₉╩Γ Δ↕╣≡⅝√

↓≤⅛╠╙ ╠⅛⌂─≢№╢⁹ ⁸∕↓≢₈ ₉╩Γ Δ↕╣≡⅝√─│ ∏⇔╙

∞↑≢│⌂™↓≤╙ ⇔≡⅔ↄ ⅜№╢⁹ 

 

（図表 4-3 トヨタ自動車（7203）の株価推移（過去 1年）） 
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（図表 4-4 東京電力（9501）の株価推移（過去 1年）） 

 

（出典（いずれも）：Yahoo!ニュース） 

 

 ↓↓≢ ⌐ ™≡⅔⅛⌂↑╣┌⌂╠⌂™─│⁸ ─ ≢╙ ═√≤⅔╡⁸ ⅜

─ ה ⅛╠∆╣┌₈ ⱣⱩꜟ₉≤│Γ Δ≢│⌂ↄ⁸Γ Δ≢№╢≤™℮ ≢

№╢⁹∆⌂╦∟₈∕╣₉≤⇔≡ ↄ ⌐ ⇔≡ │⇔⌂™╙──⁸№╡ ╢

═⅝ ─Γ♦ⱨ◊ꜟ♩ Δ ⌐ ↑≡╕∏│ fiscal 

adjustment ╩ ╦⌂ↄ≡│⌂╠⌂™─∞⁹∕⇔≡№ↄ╕≢╙∕─ ≈≤⇔≡⁸

─ ⅜ ╦╣⌂↑╣┌⌂╠∏⁸₈ ⱣⱩꜟ₉─ ╩╙∫≡↓╣╩ ℮≤™℮

↓≤⌐ ⅞⌂™─≢№╢⁹ 

 ↓℮⇔√ ⁸ ╠⅛⌐ ↑≡ ⅎ╢ ─ ╩ ⌐⁸ ╠─Γ

∆╢ Δ│ ⌐ ™≡⅝√≤™℮╦↑⌂─∞⁹ ⱬכ☻≢ 14,400

⅛╠ ╕∫√ 2013 11 ⅛╠─₈ ™₉╩ ≤∆╣┌⁸ │

⌐ ≡╙↓╣⅜ 20,000 ╕≢ ∆╢↓≤╩ ⌐ ™≡™╢ ⅜ ™⁹ 

 ↕╠⌐ ℮≤⁸ SQ⌐⅔↑╢ ╩ ⌐ ↄ≤ⱬכ☻⅜ 15,900 ⌐╕≢ ⅝

→╠╣╢↓≤⌐⌂╢⁹∕─ 1.3 ≤⌂╢≤ 20,000 ╩ ⌐ ⅎ╢─≢№∫≡⁸∕╣∞↑─

─ ╩ ╠│ ⌐ ™≡™╢≤™℮↓≤⅜ ⅎ╠╣╢≤™℮╦↑⌂─∞⁹ 

 ∕⇔≡∕─ ⁸ ─Γ Δ─ ≤⌂∫≡ↄ╢─⅜⁸ ⅜ ─₈ ₉⅜ ≈ⱴⱠ

⅜╣↓ↄ╢⁹≡∫⌂⌐≥↓℮™≥כ ⌐ ⱴכ◔♇♩┼≤ ↕╣╢↓≤⌐⌂╣┌⁸

ⱴ⁸⅛╤⅔│♩♇◔כ ─ⱴכ◔♇♩⅜ ⅝ↄ ↕┬╠╣╢↓≤⌐⌂╢⁹∕⇔

≡⇔≥ꜟכ♠─╘√─⧵≡ ⅜ ∆╢─⅜少額投資非課税制度（NISA）⌂─≢№╢⁹ 
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（図表 4-5 我が国における少額投資非課税制度（NISA）の仕組み） 

 

（出典：住信 SBI ネット銀行） 

 

 4-5 ╩ ╢ ╡⁸↓─ NISA ⅜ ╙ ⌐⌂╢─│₈2018 ₉⌐⌂∫≡⅛╠≢№

╢⁹∕─↓≤╩ ≤⇔≡ ⅎ√ ⁸日本勢においては「官製バブル」が仮に 2018 年ま

で継続して行われなければならない状況に陥ったとしてもこれを支える制度があるとも言

える⁹ ⅜ ₁≤Γ♦ⱨ꜠ Δ⌐ ╢ ⁸ ╣√ ≢Γ Δ╩ ╘⁸

⌐ ╖⅜≈™≡ ↄ ≢₈ ₉≤⇔≡─ ╩ ⇔⁸₈ ⱣⱩꜟ₉╩

Γ Δ∆╣┌ ⌐ ∆╢ ╙ ╕∫≡ ⅜ ─₈ ₉ⱴⱠכ⅜ ─ ↄ

⅝∞∆↓≤│ ™⌂™⁹↓╣╩ ⅛≈ ⌂ ╡ ⌐ ⇔╟℮≤™℮

⅜№╢↓≤│ ╠⅛⌂─∞⁹ 
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（図表 4-6 持ち株会社の新規株式上場(IPO)が取り沙汰されている関西国際空港） 

 

（出典：兵庫県） 

 

 ╙∫≤╙↓─╟℮⌐ ═╢≤ ⌐╟∫≡ ╕∫√₈ ⱣⱩꜟ₉⅜∕─╕╕

∆╢⅛─╟℮⌐ ⅎ≡⇔╕℮⁹⇔⅛⇔実際にはこうした「日本バブル」第 1弾が続くのは

あくまでも外生的なリスク要因が“炸裂”していない状況においてのみなのであって、仮

にこれが（特に大規模に）“炸裂”し、我が国とその関係性が薄い場合、むしろ強烈な「日

本円への逃避」が生じ、円高が急伸する危険性が（少なくとも短期的には）ある。したが

って外生的なリスク要因に対しては、これまで以上に目を光らせておかなければならない

─∞⁹ 

 ↓─ ≢─₈ ⌂ꜞ☻◒ ₉≤⇔≡ ⅜ ⇔≡™╢╙─│⁸ ─≤

⅔╡≢№╢  

 

●イラン勢の「核問題」を巡る 7カ国協議における「第 1段階合意」の履行状況 

●シリア勢の「和平会議」の開催可能性 

 そのコロラリーとしてのソチ冬季五輪における大規模テロ発生の危険性 

●北朝鮮勢における核ミサイル発射の可能性 

●米国勢における“デフォルト（国家債務不履行）”リスクの極大化 

●「太陽嵐」の急激な発生による大規模なインフラ障害 
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 ╕∏▬ꜝfi ─₈ ₉⌐≈™≡│⁸ 2013 11 23 ☺ꜙⱠכfl

⌐ 7◌ ─ ≢₈ 1 ─ ₉⅜ ⇔√╙──⁸ 12 ⌐⌂∫≡⅛╠

⅝⅜⅛⌂╡ ⇔ↄ⌂∫≡⅝√↓≤╩ ⇔≡⅔⅛⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹ 19 ☺ꜙⱠכ

fl ⅛╠ ≤▬ꜝfi ≤─ ⌐⅔™≡₈ ─ ⌐ ∆╢ ⌂ ⌐

∆╢ ₉⅜ ↕╣√╙──⁸22 ⌐│Ⱪ꜠▬◒⇔≡⇔╕∫√⅛╠∞⁹╙

∫≤╙「合意」の履行期限は来る 5月末であることから、このことが直ちに状況の悪化に

つながるとは考えにくいのも事実≢№╢⁹ 

 

（図表 4-7 プーチン露大統領によって“恩赦”された女性歌手「Pussy Riot」メンバー） 

 

（出典：Fox News） 

 

 ╗⇔╤目先において注目を集めているのはシリア勢の「和平会議」⌐≈™≡≢№╢⁹

│ ╡ ⇔ ⅜ 1 22 ⌐☻▬☻ ⌐⅔™≡ ↕╣╢ ⇔≡⅝≡™

╢⅜⁸ ≢™╦╝╢₈ ₉─ ⌐⅔™≡ ⅜ ∆╢ ≤⁸◘►☺▪ꜝⱦ

▪ ⅜ ∆╢ ⅜ ⇔⁸ ╩ ╡ →≡™╢─⅜ ⌂─≢№╢⁹≤╡╦↑

ⱪ⌐▬☻ꜝⱶכꜟ◓─ ⅜₉♄▬כ◌הꜟ▪₈ ⇔≡™╢≤↕╣╢ ⁸

∕╙∕╙₈ ₉─ ╩↓╣╠₈ ₉↓∕ ∟ ╦∑≡™╢≤─ ∆

╠⌂↕╣╢⌐ ∫≡™╢─∞79⁹ 

 ∕⇔≡↓℮⇔√▬☻ꜝⱶ ≤ ⇔≡™╢≤ ⌂↕╣≡™╢─⅜₈♅▼♅▼fi₉

⌐⅔™≡꜡◦▪ ─ⱪכ♅fi ⌐╟╢ ⌐ ╩ ∫≡™╢ ⌂─≢№╢⁹

                                                   
79http://www.lrb.co.uk/v35/n24/seymour-m-hersh/whose-sarin 参照。 

http://www.lrb.co.uk/v35/n24/seymour-m-hersh/whose-sarin
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∕─ ⁸◦ꜞ▪ ⌐⅔™≡ ≤↕╣≡™√│∏─₈ ▬כ◌הꜟ▪₈│₉

♄₉╩ ⇔≡₈♅▼♅▼fi ₉─ ⌐ ╢ ⅜ ™≤™℮╦↑≢№╢80⁹ 

 ╙∫≤╙↓─↓≤╩ ⌐₈ ⌐╟╢♥꜡─ ≡₉≤≤╠ⅎ╢═⅝≢│⌂™⁹⌂

−⌂╠┌♪▬♠ ⁸ⱨꜝfi☻ ╩ ⌐ √∟⅜ ₁≤₈♁♅ ─ ₉╩

╠⅛⌐⇔⁸∕─ ⌂ ≤⇔≡₈꜡◦▪ ⌐╟╢ ₉╩ →╢ ⁸꜡◦▪

│ ≤⇔≡ ╠╣≡⅝√ ╩ ₁≤₈ ₉⇔ ╘≡™╢⅛╠≢№╢⁹ 

 ∕╣┌⅛╡≢│⌂™⁹ ╠⅛⌐ⱪכ♅fi ─ ≢◖fi♩꜡כꜟ↕╣≡™╢≤ ⅎ╠╣

≡⅝√◄♪꞉ה♪כ☻ⱡכ♦fi ≢∆╠⁸₈ ⌐ ∆╢ ™⌐ ⇔

√₉≤⇔≡↓╣ ⁸ Γ ≥™⌂⇔╩◒כꜞ─ Δ⇔≡™╢─≢№╢⁹ 

 こうしたあからさまな態度変更の陰には、そもそも「化学兵器」がインテリジェンス機

関の間で飛び交っており、最終的にソチ冬季五輪で大惨劇を引き起こす危険性が高いこと

を暗に示している。そのことはちょうど、前回、国際社会がシステム転換の時期を迎えた

1970 年代初頭に行われたミュンヘン夏季五輪において、イスラエル勢の選手団が大量に殺

害されるというテロ行為が行われたことを彷彿させるというわけなのだ。 

 

（図表 4-8 ミュンヘン夏季五輪（1972 年）におけるテロ犯人たち） 

 

（出典：Elegram.com） 

 

 

                                                   
80http://www.usatoday.com/story/sports/olympics/2013/07/03/chechen-rebel-calls-for-attacks-on-s

ochi-games/2486349/参照。 

http://www.usatoday.com/story/sports/olympics/2013/07/03/chechen-rebel-calls-for-attacks-on-sochi-games/2486349/
http://www.usatoday.com/story/sports/olympics/2013/07/03/chechen-rebel-calls-for-attacks-on-sochi-games/2486349/
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 ─ ≈⌐ ⇔≡⁸ ⅎ┌ ╩ ╢₈ ₉ │№ↄ╕≢╙ ─√╘─

Γ Δ≤™℮ ⅜ ↄ⁸⅛≈ ≤─ ─ ╩ ↄ√╘⌐₈ ≤─ ₉

╩Γ Δ⇔√≤™℮ ⅜ ™⁹ ≢⁸ ─Γ♦ⱨ◊ꜟ♩ Δꜞ

☻◒─ ⌐≈™≡│⁸ ꜠fl▼ꜟ≢─ ─ federal debt limit ⅜

┘ 2 7 ⌐ ⇔≡⇔╕℮↓≤⅜ ╠⅛⌂ ⁸₈ ₉⅜∕╣

⌂╡⌐Γ Δ↕╣╢↓≤⅜ ≢№╢⁹⇔⅛⇔∞⅛╠↓∕⁸ ─ ≢ ⌐

╗○Ᵽⱴ ⅜₈ ꜞ☻◒─Γ Δ₉⌐≈™≡ ⇔⁸№╢™│↓╣⌐ ⇔⁸╙

∫≡₈ ⌐⅔↑╢ ₉─ ≢ ╩ ⇔╟℮≤∆╢ ⅜ ™↓≤╙ ↑╢

─≢№╢⁹ 

 ⇔√⅜∫≡▬ꜝfi ⌐⅔↑╢₈ ₉╩ ⌂ ≤⇔√ ꜞ☻◒─Γ Δ

⅜ ╢ 5 ⌐ ⅎ ╘≡™╢ ⌐⅔™≡⁸ 1 ╕∏│◦ꜞ▪ ⌐⅔↑╢ ─

⌐₈♁♅ ₉≢♥꜡⌐╟╢ ⅜ ⇔⁸ 2 ⌐ ⌐⅔™≡

⅜ ∆╢ Γ Δ↕╣╢≤™℮ ⅜⁸ 2 ₁⌐╙№╡ ╢≤™℮╦↑

⌂─∞⁹ 

 ∕⇔≡↓─╟℮⌂ ─ ─ ⁸Γ╟╡ⱴ◦⌂ⱴכ◔♇♩ safe haven Δ╩ ╘≡

⅝ ╢Γ ∆╢ Δ─ ™ ⅜ ⅜ ⌐ ⇔≡ ⌐ ⅜╣╢↓≤⌐⌂╢⁹⌂−

⌂╠┌⁸（1）ソチ＝チェチェン問題と我が国は余りにも疎遠であり、（2）かつ米国勢にお

ける“デフォルト（国家債務不履行）”リスクの悪化によっても量的緩和（QE）縮小化とい

う方向性を変えるわけにはいかない以上、もはや米国勢において救いの手段は「戦争経済」

への突入しかなく、よって少なくとも短期的には「イスラム勢による報復可能性」を理由

に“米国的なるもの（＝米ドル、米国債）”離れが進むことが容易に想定出来る⅛╠≢№╢⁹ 

↓℮⇔≡事態の急変により、早ければ来月（2月）早々には日本マーケットの「高揚感」

は陰り、あるいは「崩落」へと導かれていく⁹∕─ ╣⅜ ₁⌐ ╕∫≡™ↄ ⁸ 2013

12 13 ⌐ ⱴכ○הꜟכ꜡≢♩♇◔כfl□כ↕╣√ ⅜ ⌐Γ Δ↕╣

╢ ⌂╢♃▬Ⱶfi◓≤⇔≡─₈2014 3 ₉╩ ⅎ⁸ ⌐╟∫≡│↓╣⅜ ⁹₈ ₉

┼≤ ╢ ⅜ ╘≡™╢≤™℮╦↑⌂─∞⁹ 

√∞⇔いずれにせよこうした状況転換が生じるにしても、想定しておかなければならな

いのが円高基調への転換が生じてから後にあり得べき「日本バブル」第 2弾なのだ⁹⇔√

⅜∫≡ 1 ⌐ ⅎ≡⅔ↄ═⅝⌂─│⁸ ─╟℮⌂ ─ꜞ☻◒─☿♇♩⅜∕╣

∙╣Γ Δ⌐ ↑≡≥↓╕≢ ⇔≡™╢─⅛≤™℮ ⌐ ⌂╠⌂™─≢№╢⁹ΊΊ∕

─ ≢₈ ⱣⱩꜟ₉≤₈ ₉─ 2014 ─ ╕╡∕─╙─≤╙ ℮═⅝ 1◌ ⁹

∕╣⅜ 2014 1 ⌂─≢№╢⁹  
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 ⱪ꜡ⱨ▫כꜟ  

 

ủ │╠∞ √↑⅔  

1971 ⁹ 

1993  

2003 ⌐ ה ╟╡ ╩ ⁹ 

1993 ╟╡ 2005 ╕≢ ⌐≡ з ⁹ 

ⱬꜟꜞfi ⱦfi◕fiכꜙ♥⁸ ⁸♪▬♠ ⌐≡ ⁹ 

2005 ╟╡ 2007 ╟╡ ⌐ ™⁸ CEO ⌐ ⁹ 

 

 

ủ  ⅛╦╗╠ ≤╙↓  

⁹ ⁸ ⱨꜝfi☻ ⁸ ●Ⱳfi ⌐≡ ⁹ 

│ ⌐ ⁹ ⁸ ⁸ ≤ 11 ⁹ 

ꜞꜜfi ⁸ꜞꜜfi DEA( ⌐ )⁹ 

⌂ ⌐₈▪fi◦ꜗfi꜠☺כⱶ ─ꜞꜜfi─ ה ₉₈ ─ ─ ₉⅜№╢⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ ] 

β↓─ ꜠ⱳכ♩─ ⅔╟┘ ┼─ │ ↄ⅔ ╡⇔╕∆⁹ 

β↓─ ꜠ⱳ⁸│♩כ ─ ─ ╩ ∆╢╙─≢│№╡╕∑╪⁹ 

─ │ ↔ ─ ⌐ ≠™≡ ⌐ ∫≡ↄ∞↕™⁹ │ 

⅜ ∫√ ─ ⌐≈™≡™⅛⌂╢ ╙ ℮╙─≢│№╡╕∑╪⁹ 
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